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大
分
県
佐
伯
市
沖
黒
島
に
お
け
る
力
ワ
ウ
の
糞
採
取
習
俗

は
じ
め
に

柳
田
国
男
は
、
明
治
三
一
年
(
一
八
九
八
)
、
三
重
県
の
神
島
を
訪
れ
た
際
、
漁
師
の
子
ど
も
た
ち
が
、
島
の
岸
壁
に
い
る
ウ
の
糞

を
集
め
て
、
伊
勢
会
重
県
)
や
尾
張
(
愛
知
県
)
の
農
民
に
売
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い
る
〔
柳
田
一
九
0
二
〕
。

そ
の
後
民
俗
学
に
お
い
て
は
、
鳥
糞
採
取
習
俗
に
つ
い
て
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
進
展
し
な
か
っ
た
。
一
方
、
鳥
類
学
の
研
究
者
に

よ
っ
て
、
日
本
各
地
に
鳥
糞
採
取
習
俗
が
分
布
し
て
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
〔
佐
藤
一
九
九
六
な
ど
〕
。
筆
者
ら
は
、
カ
ワ

ウ
と
森
林
を
め
ぐ
る
共
同
研
究
に
参
加
し
、
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
の
鷺
山
(
サ
ギ
類
)
、
千
葉
県
千
葉
市
の
大
厳
寺
(
力
ワ
ウ
)
、
愛
知

県
美
浜
町
の
鵜
の
山
(
力
ワ
ウ
)
、
同
県
知
多
市
(
力
ワ
ウ
)
、
滋
賀
県
長
浜
市
の
竹
生
島
(
力
ワ
ウ
)
、
京
都
府
舞
鶴
市
の
冠
島
(
オ

オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
)
、
山
口
県
下
関
市
の
壁
島
(
ウ
ミ
ウ
)
、
高
知
県
大
月
町
の
蒲
葵
島
(
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
)
、
長
崎
県
対
馬
市
の

鳥
島
(
ウ
ミ
ウ
)
、
大
分
県
佐
伯
市
の
沖
黒
島
(
力
ワ
ウ
)
な
ど
に
お
い
く
鳥
糞
採
取
が
実
施
も
し
く
は
計
画
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
確
認
し
て
き
た
。
こ
の
う
ち
、
愛
知
県
美
浜
町
の
鵜
の
山
の
糞
採
取
習
俗
に
つ
い
て
は
考
察
し
た
が
〔
藤
井
二
0
-
 
0
、
牧
野

二
0
三
Ξ
、
そ
の
他
の
地
域
の
糞
採
取
に
つ
い
て
は
ま
だ
報
告
で
き
て
い
な
い
。
民
俗
学
に
お
い
て
取
り
残
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
も

み
ぇ
る
鳥
糞
採
取
の
習
俗
の
な
か
で
、
本
稿
で
は
大
分
県
佐
伯
市
の
沖
黒
島
の
力
ワ
ウ
の
糞
採
取
の
事
例
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
も
と

に
報
告
す
る
。
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一
沖
黒
島
の
力
ワ
ウ

大
分
県
南
部
の
佐
伯
市
の
沖
合
に
沖
黒
島
は
位
置
す
る
。
米
水
津
湾
の
入
り
国
に
あ
る
周
囲
約
一
 
k
1
P
 
最
高
点
ご
五
m
の
無
人
島

で
あ
る
。
行
政
的
に
は
、
旧
米
水
津
村
(
現
、
佐
伯
市
)
と
旧
蒲
江
町
(
現
、
佐
伯
市
)
の
境
界
線
上
に
位
置
し
て
い
る
。
沖
側
に
沖

黒
島
陸
側
に
地
黒
島
と
い
う
二
つ
の
島
が
あ
る
。
地
黒
島
は
岩
礁
で
あ
る
た
め
、
旧
米
水
津
村
や
旧
蒲
江
町
で
は
沖
黒
島
の
こ
と
を

単
に
「
黒
島
」
と
呼
ん
で
い
る
。

沖
黒
島
は
硬
い
岩
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
南
側
は
垂
直
一
o
o
m
に
近
い
海
食
断
崖
と
な
っ
て
い
る
。
島
の
北
東
側
は
比
較
的
な

だ
ら
か
で
あ
り
、
船
を
着
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
が
あ
る
。
ビ
ロ
ウ
・
ヒ
ゼ
ン
マ
ユ
ミ
・
ハ
マ
カ
ズ
ラ
な
ど
の
自
然
林
が
残
り
、
カ

ワ
ウ
や
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
の
巣
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
沖
黒
島
の
植
物
は
大
正
時
代
か
ら
注
目
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
ビ

ロ
ウ
は
ほ
ぽ
北
限
の
自
生
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
四
八
年
(
一
九
七
三
)
三
月
二
0
貝
「
沖
黒
島
の
白
然
林
」
が
大
分
県

指
定
の
天
然
黒
物
と
な
っ
た
。
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
は
、
数
百
羽
が
集
団
繁
殖
し
て
お
り
、
営
巣
環
境
は
、
近
年
ほ
と
ん
ど
変
化
し

て
い
な
い
。

一
方
、
カ
ワ
ウ
に
つ
い
て
は
、
地
元
で
は
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
全
国
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
五
四
年
(
一

九
七
九
)
以
降
で
あ
っ
た
。
カ
ワ
ウ
に
関
す
る
古
い
文
献
と
し
て
は
、
昭
和
四
一
年
(
一
九
六
六
)
発
行
の
『
米
水
津
村
史
』
や
、
昭

和
五
二
年
(
一
九
七
七
)
発
行
の
『
蒲
江
町
史
』
が
あ
る
。
『
米
水
津
村
史
』
に
は
、
「
観
光
そ
の
他
」
と
い
う
項
目
の
中
に
、
沖
黒
島

の
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
「
入
津
滞
に
椀
を
く
り
ぬ
い
た
よ
う
な
崖
が
あ
る
。
此
の
崖
は
鵜
の
鳥
の
繁
殖
地

で
、
四
五
月
の
頃
此
の
鳥
が
卵
を
も
ち
雛
を
か
え
す
。
地
肌
が
白
い
糞
で
ま
し
ろ
(
筆
者
注
一
真
っ
白
)
に
な
る
。
」
と
あ
り
、
「
鵜
の

鳥
」
が
米
水
津
湾
の
上
空
を
飛
ん
で
く
る
こ
と
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
る
〔
山
田
一
九
六
六
〕
。
『
蒲
江
町
史
』
に
は
、
第
五
編
「
そ
の

他
」
六
「
蒲
江
の
観
光
と
文
化
財
」
 
2
 
「
尾
浦
ヘ
の
道
」
と
い
う
部
分
に
、
沖
黒
島
は
県
指
定
の
文
化
財
で
あ
る
こ
と
、
蒲
江
町
は
米

水
津
村
と
と
も
に
島
の
保
護
・
管
理
を
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
述
ベ
た
う
え
で
、
ウ
ミ
ウ
の
営
巣
地
が
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
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「
自
生
の
ビ
ロ
ウ
と
海
う
の
ひ
な
」
と
い
う
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
〔
蒲
江
町
教
育
委
員
会
一
九
七
七
〕
。
『
米
水
津
村
史
』
で
は

「
鵜
の
鳥
」
、
『
蒲
江
町
史
』
で
は
ウ
ミ
ウ
と
い
う
表
記
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
は
沖
黒
島
の
ウ
は
力
ワ
ウ
晶
識
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
な
糞
採
取
の
張
は
見
当
た
ら
な
い
。

そ
の
後
大
分
県
野
鳥
友
の
会
会
長
な
ど
を
務
め
た
武
石
千
雄
氏
ら
に
ょ
っ
て
、
沖
黒
島
の
力
ワ
ウ
繁
殖
が
確
琶
れ
た
の
は
昭
和

五
四
年
(
一
九
七
七
)
で
あ
っ
た
。
成
鳥
数
は
一
 
0
0
羽
以
上
で
、
見
え
る
範
囲
に
三
一
個
の
巣
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
七
個
に
卵
ま
た

は
ヒ
ナ
が
い
た
と
叛
告
さ
れ
て
い
る
〔
武
石
一
九
七
九
、
武
石
・
財
津
一
九
七
九
〕
。
全
国
規
模
の
力
ワ
ウ
の
生
息
状
況
を
ま
と

め
た
福
田
道
雄
氏
ら
に
ょ
れ
ぱ
、
武
石
氏
ら
の
報
告
か
ら
推
定
す
る
と
数
百
羽
の
コ
ロ
ニ
ー
(
集
団
繁
殖
地
)
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
と
い
う
〔
福
田
ほ
か
二
0
0
二
〕
。
一
九
七
0
午
代
、
カ
ワ
ウ
の
生
息
数
は
全
国
的
に
減
少
し
、
コ
ロ
ニ
ー
は
愛
知
県
美
浜
町
の

鵜
の
山
と
、
大
分
県
の
沖
黒
島
の
み
に
な
っ
て
い
た
〔
福
田
ほ
か
二
0
0
二
〕
。
人
が
あ
ま
り
訪
れ
な
い
離
島
で
あ
っ
た
た
め
、
ほ

と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
沖
黒
島
の
力
ワ
ウ
は
重
要
な
繁
殖
地
で
あ
っ
た
。

全
国
的
に
は
、
一
九
九
0
年
代
以
降
力
ワ
ウ
の
生
息
数
は
大
幅
に
増
加
す
る
が
、
沖
黒
島
の
個
体
群
に
つ
い
て
は
、
生
息
数
に
あ

ま
り
変
化
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
武
石
氏
ら
の
昭
和
六
0
年
(
一
九
八
五
)
の
報
告
に
は
、
-
 
0
0
羽
程
度
の
力
ワ
ウ
か
繋
殖
し

て
い
る
と
あ
る
〔
武
石
・
財
津
一
九
八
五
〕
。
ま
た
、
大
分
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
お

お
い
た
 
N
三
一
」
に
は
「
沖
黒
島
の
力
ワ
ウ
繁
殖
個
体
群
」
と
い
う
項
目
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
現
状
」
と
い
う
部
分
に
は
「
琵
琶

(
3
)

湖
な
ど
で
は
、
カ
ワ
ウ
が
増
え
す
ぎ
て
困
っ
て
い
る
が
、
大
分
で
は
生
息
数
の
増
加
は
見
ら
れ
な
い
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

武
石
氏
ら
の
報
告
は
非
常
に
簡
単
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
地
元
の
人
の
力
ワ
ウ
に
対
す
る
か
か
わ
り
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
る

〔
武
石
・
財
津
一
九
七
九
〕
。

戦
前
に
は
島
の
ま
わ
り
の
岩
が
ウ
の
ふ
ん
で
ま
っ
白
に
な
り
、
地
元
の
人
々
は
こ
れ
を
採
取
し
て
胆
料
に
し
て
い
た
と
古
老
は
話
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し
て
く
れ
た
。
現
在
は
そ
の
よ
う
な
よ
う
す
は
な
く
、
以
前
よ
り
数
が
減
小
ノ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

沖
黒
島
の
力
ワ
ウ
の
糞
を
採
取
し
、
肥
料
に
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
沖
黒
島
の
糞
採
取
に
つ
い
て
は
、
新
旧

二
冊
の
『
米
水
津
村
史
』
〔
山
田
一
九
六
六
米
水
津
村
誌
編
さ
ん
委
員
会
一
九
九
0
〕
、
新
旧
二
冊
の
『
蒲
江
町
史
』
〔
蒲
江
町
教

育
委
員
会
一
九
七
七
蒲
江
町
史
編
さ
ん
委
員
会
二
0
0
五
〕
、
そ
の
他
米
水
津
や
蒲
江
を
取
り
上
げ
た
民
俗
関
係
の
文
献
に

は
糞
採
取
に
関
す
る
張
は
み
ら
れ
な
い
〔
山
田
一
九
七
二
、
大
分
県
教
育
委
員
会
一
九
上
气
国
学
院
大
学
民
俗
学
研
究
会

一
九
七
五
北
九
州
大
学
民
俗
研
究
会
一
九
七
四
〕
。
し
た
が
っ
て
、
武
石
氏
ら
の
叛
告
は
き
わ
め
て
貴
重
な
巽
と
い
ぇ
る
。
こ

の
文
献
を
福
田
氏
ら
が
引
用
し
て
い
た
た
め
、
沖
黒
島
に
も
力
ワ
ウ
の
糞
採
取
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

武
石
氏
ら
の
報
告
以
外
に
沖
黒
島
の
力
ワ
ウ
糞
採
取
に
関
す
る
文
献
見
当
た
ら
な
い
た
め
〔
武
石
・
財
津
一
九
七
九
)
、
筆
者
ら

は
現
地
調
査
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
具
体
的
な
糞
採
取
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
。
し
か
し
、
武
石
氏
ら
が
「
地
元
の

人
々
は
こ
れ
を
採
取
し
て
肥
料
に
し
て
い
た
」
と
記
し
て
い
る
「
地
元
」
を
見
つ
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

二
旧
米
水
津
村
の
人
々
と
力
ワ
ウ

沖
黒
島
は
旧
米
水
津
村
と
旧
蒲
江
町
の
境
界
に
位
置
す
る
た
め
、
広
範
囲
に
調
査
を
お
こ
な
う
必
要
が
生
じ
た
。
ま
ず
は
、
沖
黒
島

か
ら
直
線
距
航
で
最
も
近
い
旧
米
水
津
村
か
ら
調
査
を
開
始
し
た
。

旧
米
水
津
村
は
、
鶴
見
半
島
の
南
側
に
広
が
る
米
水
津
湾
を
取
り
囲
む
よ
う
な
地
域
で
あ
る
。
集
落
は
、
鶴
見
半
島
の
南
に
あ
る
米

水
津
湾
の
北
岸
か
ら
南
岸
に
か
け
て
点
在
し
て
い
る
。
北
東
か
ら
順
に
、
間
越
・
小
浦
・
竹
野
浦
・
浦
代
浦
・
田
鶴
音
・
大
内
浦
・
色

利
浦
.
宮
野
浦
と
い
う
集
落
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
最
も
人
口
が
多
く
、
村
役
場
な
ど
が
置
か
れ
て
い
た
の
は
、
湾
の
奥
に
位
置
す
る

浦
代
浦
で
あ
っ
た
。
米
水
津
村
は
、
明
治
二
二
年
(
一
八
八
九
)
の
町
村
制
施
行
に
と
も
な
い
発
足
し
た
が
、
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
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ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
平
成
一
七
年
(
二
0
0
五
)
、
蒲
江
町
な
ど
と
と
も
に
、
佐
伯
市

と
合
併
し
た
。

藤
井
は
平
成
一
九
年
(
二
0
0
七
)
三
月
、
需
に
ょ
り
沖
黒
島
の
糞
採
取
に

つ
い
て
確
認
し
よ
う
と
し
た
。
米
水
津
公
民
館
か
ら
旧
米
水
津
村
宮
野
浦
の
濱
田
平

士
氏
を
紹
介
さ
れ
て
電
話
し
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
宮
野
浦
は
旧
米
水
津
村
の
な

か
で
は
沖
黒
島
に
最
も
近
い
集
落
で
あ
る
。
し
か
し
、
濱
田
氏
は
力
ワ
ウ
の
糞
を
肥

料
に
し
た
と
い
う
の
は
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

つ
い
で
、
牧
野
(
当
時
琵
琶
湖
博
物
館
学
芸
員
)
は
、
平
成
二
0
午
(
二
0
0

八
)
三
月
に
佐
伯
市
の
現
地
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
ず
、
野
鳥
の
会
の
吉
琵
杏
戊
彦

氏
を
訪
ね
、
宮
野
浦
の
濱
田
平
士
氏
に
話
を
聞
い
た
。
し
か
し
、
牧
野
は
宮
野
浦
で

は
力
ワ
ウ
の
糞
採
取
の
習
俗
に
つ
い
て
聞
き
取
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
後
藤
井
は
、
平
成
二
七
年
(
二
0
一
五
)
、
再
び
佐
伯
市
の
教
育
委
員
会
に

問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
同
じ
く
宮
野
浦
の
濱
田
平
士
氏
を
紹
介
い
た
だ
い
た
。
同

年
八
月
に
宮
野
浦
を
訪
れ
、
濱
田
平
士
氏
(
昭
和
二
年
生
ま
れ
)
か
ら
話
を
う
か
か
っ
た
。

宮
野
浦
は
、
昭
和
六
0
年
(
一
九
八
五
)
に
は
一
七
六
戸
、
六
三
五
人
で
あ
り
、
同
年
の
統
計
に
ょ
る
と
戸
数
.
人
口
と
も
に
、
浦

代
浦
.
色
利
浦
に
つ
い
で
、
旧
米
水
津
村
で
三
番
目
に
多
い
集
落
で
あ
っ
た
〔
米
水
津
村
誌
編
さ
ん
委
員
会
一
九
九
0
〕
。
直
線
距

離
で
い
ぇ
ぱ
、
宮
野
浦
か
ら
沖
黒
島
ま
で
は
約
四
k
m
で
あ
る
。
旧
米
水
津
村
の
み
な
ら
ず
、
後
述
す
る
旧
蒲
江
町
の
集
落
に
比
ベ
て

も
、
最
も
沖
黒
島
に
近
い
集
落
と
い
ぇ
る
。
た
だ
し
、
実
際
に
は
、
集
落
前
の
港
か
ら
出
航
し
、
米
水
津
湾
か
ら
松
切
鼻
と
キ
シ
メ
ギ

崎
を
回
り
込
ん
で
外
海
ヘ
出
て
行
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
宮
野
浦
の
人
々
に
と
っ
て
、
沖
黒
島
や
力
ワ
ウ
は
身
近
な
存
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在
と
は
い
ぇ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
集
落
か
ら
は
沖
黒
島
は
見
え
な
い
が
、
集
落
背
後
の
山
に
整
備
さ
れ
た
空
の
展
望
所
か
ら
は
、
眼
下

に
沖
黒
島
を
望
み
遠
く
四
国
の
島
影
ま
で
見
え
る
 
A
与
真
2
 
・
 
3
)
。

濱
田
氏
は
宮
野
浦
の
網
元
の
家
に
生
ま
れ
、
大
学
を
出
た
後
に
家
業
を
共
だ
。
そ
の
後
養
殖
も
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、
現
在
は

引
退
し
て
い
る
。
佐
伯
市
の
文
化
財
の
委
員
を
務
め
、
米
水
津
の
古
文
書
の
会
を
始
め
た
人
で
も
あ
る
。
以
下
、
濱
田
氏
の
語
り
で
あ

る
。

カ
ワ
ウ
の
こ
と
は
ウ
ノ
ト
リ
と
い
う
。
黒
島
は
沖
黒
島
と
地
黒
島
が
あ
る
。

ウ
ノ
ト
リ
は
地
黒
島
に
は
い
な
い
。
沖
黒
島
は
頂
上
が
、
一
五
0
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら

頂
上
と
ち
ょ
つ
と
下
が
っ
た
と
こ
ろ
に
ビ
ロ
ウ
ジ
ユ
が
あ
る
。
-
0
本
ぐ

0

いら
い
あ
る
。
北
限
だ
ろ
う
か
と
い
う
。
流
れ
て
き
た
も
の
か
。
木
を
切
っ
た
こ

と
は
な
い
。
切
ら
れ
ん
。
斧
入
っ
ち
ょ
ら
ん
。
で
も
大
き
な
木
は
な
い
。
風
が

強
い
か
ら
。
沖
黒
島
に
ウ
ノ
ト
リ
が
来
る
。
巣
を
組
ん
じ
ょ
る
。
近
く
ヘ
行
く

と
見
え
る
。
白
い
糞
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
糞
は
見
え
る
。

若
い
こ
ろ
、
先
輩
が
、
櫓
を
押
し
て
い
く
押
し
船
で
、
ウ
の
糞
が
あ
る
の
で

肥
料
に
な
ら
せ
ん
か
、
採
り
に
行
こ
う
と
い
っ
て
、
カ
マ
ス
(
塩
を
入
れ
た

リ
、
米
を
入
れ
た
り
す
る
、
一
稾
で
作
っ
た
袋
)
を
持
っ
て
行
っ
た
。
糞
を
か
き

集
め
た
が
、
あ
ま
り
な
く
、
持
っ
て
ょ
う
戻
ら
ん
か
っ
た
。
肌
料
に
で
き
な

か
っ
た
。
浦
代
の
小
田
隆
晴
さ
ん
か
ら
聞
い
た
。
小
田
隆
晴
さ
ん
は
自
分
よ
り

も
一
 
0
ぐ
ら
い
先
輩
。
村
会
議
員
、
消
防
団
長
な
ど
を
務
め
た
。
も
う
一
人
は

王

フ
、
一
.
、
キ
P
"

謬
経

一
Ξ
^
,
一
^
一
一

玉
牛
斐
髪
'
髪

:
.
雲
、
.
」
ユ
量
キ

だ
孟
賦
を
.
一

Ⅷ
妻
饗
鼎
、
、
田

」

、
"
坪
!
一
.
ι
一

一
^
:
女
:
.
:

、
.
一
一
^
鵬

'
一
等
三

一
謬
.

ゞ

.
〔
器
ミ

.
'
捲

、
-
Y
、
ー
、
1
一
一
邪

一
、
一
、
一
、
一
一
、
:
、
一
、
」

禦
二
、
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金
田
寅
巳
さ
ん
。
村
長
漁
協
組
合
長
な
ど
を
し
た
。
金
田
さ
ん
も
浦
代
の
人
。

当
時
は
地
曳
網
の
付
属
船
は
ニ
ト
ン
ぐ
ら
い
で
、
櫓
を
押
す
小
船
だ
っ
た
。
チ
ャ

ン
コ
と
い
っ
て
い
た
。
チ
ャ
ン
コ
に
乗
っ
て
三
人
で
黒
島
に
行
っ
た
。
船
か
ら
見

る
と
、
糞
は
頂
上
に
白
く
積
も
っ
て
い
て
多
量
に
あ
り
そ
う
だ
っ
た
。
登
っ
て
か

き
集
め
に
か
か
っ
た
が
、
予
想
し
た
ほ
ど
の
量
は
な
く
、
い
く
ら
も
集
め
ら
れ
な

か
っ
た
。
糞
を
採
ろ
う
と
し
た
の
は
、
昭
和
二
0
年
代
の
終
わ
り
か
、
三
0
年
代
。

肥
料
な
ど
が
な
か
っ
た
こ
ろ
。
自
分
と
こ
で
作
っ
て
い
る
野
菜
な
ど
の
肥
料
に
し

た
り
、
金
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
も
思
っ
て
い
た
と
い
う
。
(
そ
の

た
ち
は
ど
こ
か
ら
^
を
月
巴
米
斗
に
す
る
こ
と
を
知
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
い
に
ヌ

し
て
)
当
時
、
り
ン
酸
な
ど
を
輸
入
し
て
い
た
か
ら
、
採
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
は

な
し
力

自
分
は
二
、
三
回
島
ヘ
行
っ
た
。
何
十
年
も
行
っ
て
い
な
い
。
二
O
S
四
0
年

前
。
(
何
の
た
め
に
行
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
て
)
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ

も
い
る
。
文
化
財
調
杏
に
行
っ
た
り
し
た
。
島
は
上
が
る
と
こ
ろ
は
ひ
と
つ
し
か
な
い
。
船
が
着
く
と
こ
ろ
に
段
を
作
っ
て
い
る

そ
の
上
に
灯
台
が
あ
る
。
島
に
は
ほ
か
の
動
物
は
あ
ま
り
お
ら
ん
。
上
ヘ
上
が
る
と
(
急
で
何
も
な
い
か
ら
)
恐
ろ
し
い
。
夜
に
島

の
近
く
ヘ
行
く
と
、
鳥
が
ガ
ー
ガ
ー
、
ガ
ー
ガ
ー
い
い
よ
る
。
気
持
ち
悪
い
。
島
に
は
右
側
に
大
き
な
く
ぼ
み
が
あ
る
。
海
食
洞

窟
。
鶴
見
半
島
の
先
に
も
海
食
洞
窟
が
あ
る
。
潮
吹
き
と
い
う
。
今
は
ウ
ノ
ト
リ
は
少
な
く
な
っ
た
。

ウ
ノ
ト
リ
は
人
に
慣
れ
や
す
い
と
い
う
。
ウ
を
引
っ
張
っ
て
き
て
、
浜
辺
で
餌
を
や
っ
て
飼
う
て
、
縄
を
放
し
て
や
っ
た
ら
、
夜

に
な
る
と
帰
っ
て
き
て
い
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
に
見
た
。
自
分
は
飼
っ
た
こ
と
は
な
い
。
戦
後
友
達
と
一
緒
に
、
黒
島
の
ウ
を
捕

深勢
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米水津湾(左側奥の集落が浦代浦)(2015年8
月撮影)

写真5 浦代浦(2015年8月撮影)

J'ヒ

り
に
行
っ
た
ら
ど
う
か
、
と
い
う
話
が
出
た
。
日
田
の
鵜
飼
に
売
り
に
行
っ
た
ら
銭
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
い
っ
ぱ
い
飲
み
な

が
ら
話
し
た
。
日
田
の
人
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
伊
豆
か
能
登
か
、
岬
の
ほ
う
の
断
崖
に
巣
を
組
ん
じ
ょ
る
。
危
な
い
け
れ
ど
も
、
断

崖
の
上
に
捕
り
に
行
く
。
卵
や
幼
鳥
を
捕
る
の
で
は
な
く
、
自
分
で
魚
を
捕
る
の
が
よ
い
、
と
い
う
。
そ
れ
を
訓
練
し
て
ア
ユ
を
捕

る
。
と
い
う
話
だ
っ
た
。
そ
れ
で
、
捕
り
に
行
か
な
か
っ
た
。

ウ
は
か
し
こ
い
。
グ
ル
ー
プ
で
餌
を
捕
る
。
何
羽
か
で
小
魚
を
包
囲
す
る
。
魚
を
追
う
て
、
場
所
の
い
い
と
こ
ろ
に
追
う
て
行
っ

て
、
が
ぶ
り
つ
き
に
行
く
。
知
恵
が
あ
る
と
い
う
。

今
は
湾
内
で
ブ
リ
の
養
殖
を

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
:
】
、
、
、
、

し
て
い
る
。
年
間
二
0
億
の
収

入
が
あ
る
。
朝
餌
や
り
に
行

ー
、
一
コ
ユ
,
.
L

E

く
と
、
ウ
ノ
ト
リ
や
ビ
シ
ャ
ゴ

「
"
〒
1
」
一

籍

.
、
.
一

一
一一

し
一
、
U

が
餌
を
狙
っ
て
く
る
。
自
分
が

斐

涯
一
ミ
、
壮
ず

養
殖
を
や
っ
て
い
る
こ
ろ
は
、

で
、
で
一

,
.
疊

契
一
,
闇

妾

二
謡
ユ
萃

ゞ
子
羅
,
ー

食
わ
れ
る
だ
け
食
わ
れ
た
。
の

王

婁

ん
き
な
時
代
だ
っ
た
。
今
は
鳥

に
入
ら
れ
ん
よ
う
に
養
殖
の
上

-
 
c
r
 
1
「
.
 
1
一
.
、
一
、
、
゛
ー

一
一
苓

に
網
を
張
っ
て
い
る
。
入
っ
て

.
ミ

一
ぶ
一

黒

よ
う
出
な
い
。
網
の
目
に
首
を

妥
峯
一

突
っ
込
ん
で
死
ん
で
い
る
こ
と
ー
,
愁
難1

コ
.
 
t

キ
.
J
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圭
J
1

が
あ
っ
た
。
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ウ
は
年
中
い
る
か
分
か
ら
ん
。
ウ
の
卵
を
採
る
の
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
ウ
を
食
ベ
る
の
も
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
う
ま
く
な

い
の
で
は
な
い
か
。
サ
ギ
な
ど
も
来
る
が
、
食
ベ
る
こ
と
は
聞
か
な
い
。
ほ
か
の
鳥
を
食
ベ
る
こ
と
も
な
い
。

藤
井
の
調
杏
時
に
は
、
濱
田
氏
は
宮
野
浦
の
集
落
背
後
の
山
の
上
に
あ
る
空
の
展
望
台
ヘ
案
内
し
て
く
れ
た
。
こ
こ
は
、
沖
黒
島
が

目
の
前
に
見
え
る
場
所
で
あ
る
。
沖
黒
島
を
眺
め
な
が
ら
話
を
う
か
が
っ
た
。
事
前
に
訪
問
と
質
問
内
容
を
伝
え
て
い
た
た
め
、
濱
田

氏
は
沖
黒
島
の
力
ワ
ウ
に
関
す
る
記
憶
を
パ
ソ
コ
ン
で
入
力
し
、
印
刷
し
て
く
れ
て
い
た
。
調
査
前
に
記
憶
を
整
理
し
て
く
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、

濱
田
氏
は
米
水
津
の
古
文
書
を

解
読
す
る
作
業
を
お
こ
な
っ
て

い
る
が
、
沖
黒
島
の
力
ワ
ウ
に

関
す
る
内
容
は
見
た
こ
と
が
な

し
と
し
う

今
回
の
翌
で
は
、
以
前
の

電
話
で
の
聞
き
取
り
や
、
牧
野

の
聞
き
取
り
の
際
に
は
語
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
が
語
ら
れ
た
。

旧
米
水
津
村
で
も
ウ
の
糞
を
肥

料
に
し
よ
う
と
し
た
人
は
い

た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
浦
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=
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代
浦
の
有
力
者
た
ち
が
計
画
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
濱
田
氏
自
身
は
参
加
し
て
い
な
い
が
、
計
画
者
の
小
田
隆
晴
氏
か
ら
聞
い

た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
継
続
的
に
お
こ
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
昭
和
三
0
年
(
一
九
五
五
)
前
後
に
、
小
田
氏
た

ち
が
計
画
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
計
画
は
糞
が
思
っ
た
ほ
ど
集
ま
ら
ず
に
失
敗
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
浦

代
浦
は
米
水
津
湾
の
最
も
奥
に
位
置
す
る
た
め
、
沖
黒
島
に
行
く
に
は
宮
野
浦
よ
り
も
時
問
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
。
浦
代
浦
か
ら
沖

黒
島
ま
で
は
直
線
距
離
で
約
七
k
m
で
あ
り
、
後
述
す
る
旧
蒲
江
町
の
集
落
と
比
較
し
て
、
遠
い
と
い
う
こ
と
は
い
ぇ
な
い
。
ま
た
、
米

水
津
湾
の
湾
口
が
南
東
方
向
、
つ
ま
り
沖
黒
島
方
面
に
向
い
て
開
い
て
い
る
た
め
、
浦
代
浦
の
北
部
か
ら
は
、
地
黒
島
と
重
な
っ
て
は

い
る
も
の
の
沖
黒
島
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
(
写
真
6
・
7
)
。
し
た
が
っ
て
、
浦
代
浦
か
ら
は
沖
黒
島
は
比
較
的
身
近
な
存
在

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
濱
田
氏
の
説
明
で
は
、
小
田
氏
た
ち
は
手
漕
ぎ
の
船
で
沖
黒
島
ま
で
行
っ
た
と
い
う
。
動
力
船
が
導
入
さ

れ
る
以
前
に
も
、
手
漕
ぎ
の
船
で
、
島
ま
で
糞
採
取
に
出
か
け
る
こ
と
は
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
常
的
、

継
続
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

一
方
、
濱
田
氏
が
居
住
す
る
宮
野
浦
で
は
力
ワ
ウ
の
糞
は
採
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
少
な
く
と
も
広
く
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
で
は
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
宮
野
浦
で
は
力
ワ
ウ
の
こ
と
を
ウ
ノ
ト
リ
と
呼
ん
で
い
る
。
昭
和
初
期
に
は
宮
野
浦
で
力
ワ
ウ
を
飼
っ
て
い
る

人
が
お
り
、
戦
後
も
鵜
飼
用
に
力
ワ
ウ
を
捕
獲
し
よ
う
と
い
う
話
が
出
た
と
い
う
。
し
か
し
、
沖
黒
島
は
、
宮
野
浦
の
人
た
ち
が
、
頻

繁
に
出
か
け
る
場
所
で
は
な
か
っ
た
。
漁
の
つ
い
で
な
ど
に
、
島
に
行
く
こ
と
は
あ
り
、
島
に
ウ
が
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、

湾
の
外
ま
で
出
漁
し
な
い
人
に
と
っ
て
は
、
島
に
ウ
が
い
る
、
と
い
う
程
度
の
需
し
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
濱
田
氏
の
妻
は
、

旧
米
水
津
村
の
生
ま
れ
で
あ
る
が
、
沖
黒
島
に
は
一
回
も
行
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
。
限
ら
れ
た
人
に
し
か
、
沖
黒
島
の
力
ワ
ウ
に

関
す
る
知
識
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
い
ぇ
る
。

旧
米
水
津
村
の
他
の
地
域
で
も
聞
き
取
り
を
お
こ
な
っ
た
。
鶴
見
半
島
の
先
端
に
近
い
間
越
か
ら
は
、
集
落
の
東
の
端
あ
た
り
か
ら

沖
黒
島
が
正
面
に
見
え
る
 
A
与
真
8
・
9
)
。
間
越
の
成
松
多
哲
氏
(
昭
和
一
 
0
年
生
ま
れ
)
は
以
下
の
よ
う
に
語
る
。
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沖
黒
島
に
は
一
回
行
っ
た
。

親
戚
の
子
が
来
く
見
学
に

行
っ
た
。
ビ
ロ
ウ
ジ
ユ
の
北
限

と
い
う
の
で
。
頂
上
ま
で
行
っ

た
。
鵜
が
卵
を
産
む
と
こ
ろ
ま

で
行
っ
た
。
灯
台
に
も
行
っ

た
。
七
、
八
午
前
、
山
が
崩
れ

た
。
灯
台
に
行
く
道
が
崩
れ

た
。
糞
を
採
り
に
行
く
の
は
聞

い
た
こ
と
が
な
い
。
こ
こ
(
筆

者
注
一
間
越
)
は
ち
ょ
つ
と
離

れ
て
い
る
。
鵜
飼
の
鵜
を
捕
る

場
所
が
あ
る
ら
し
い
。
特
別
な

と
こ
ろ
。
こ
こ
で
は
捕
っ
て
い
な
い
。
ウ
は
魚
を
追
い
か
け
て
、
定
置
に
入
っ
て
死
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
る
。

成
松
氏
は
以
下
の
よ
う
な
こ
と
も
語
っ
た
。

シ
ラ
サ
ギ
は
渡
り
鳥
。
五
月
に
来
る
。
シ
ラ
サ
ギ
が
来
る
と
ヒ
ラ
マ
サ
が
入
る
。
漁
の
し
る
し
じ
ゃ
と
い
う
て
、
漁
も
し
て
い
る

か
ら
民
宿
の
名
前
を
白
鷺
に
し
た
。
船
も
白
鷺
丸
。
前
で
定
置
を
し
て
い
た
。
シ
ラ
サ
ギ
が
来
る
と
漁
が
あ
り
よ
っ
た
。
今
は
サ
ギ
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が
来
て
も
魚
は
入
ら
な
い
。
ヒ
ラ
マ
サ
は
五
月
、
六
月
が
盛
漁
期
。

シ
ラ
サ
ギ
は
漁
の
目
安
と
し
て
船
や
民
宿
の
名
前
に
し
た
と
い
う
。
沖
黒
島
の
力
ワ
ウ
に
つ
い
て
は
、
知
っ
て
は
い
る
も
の
の
身

近
な
存
在
と
は
い
ぇ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
旧
米
水
津
村
で
は
沖
黒
島
の
力
ワ
ウ
に
つ
い
て
、
生
息
し
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
て
も
、
あ
ま
り
身
近
な
存
在

で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
糞
を
採
取
し
て
肥
料
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
一
時
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ウ
を
捕
ま
え

て
き
て
飼
っ
て
い
る
人
は
い
た
が
、
複
数
の
人
が
お
こ
な
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
カ
ワ
ウ
や
卵
を
食
ベ
る
と
い
う
話

は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
で
は
、
米
水
津
地
区
の
小
学
生
は
毎
年
、
沖
黒
島
探
検
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
平
成
二
六
午
(
二
0
一
四
)
三

月
一
七
日
に
は
二
二
回
目
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
は
、
向
陽
小
学
校
と
色
宮
小
学
校
の
六
午
生
三
茗
の
児
童
が
参
加
し
て
い
る
。
こ

の
探
検
の
目
的
は
「
沖
黒
島
の
自
然
の
中
を
探
検
す
る
こ
と
で
島
の
す
ぱ
ら
し
さ
を
見
つ
け
た
り
、
助
け
合
っ
て
行
動
す
る
こ
と
で
お

(
4
)

互
い
の
友
情
を
深
め
た
り
す
る
」
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
日
程
の
中
に
は
、
「
島
の
自
然
・
カ
ワ
ウ
観
察
」
が
入
っ
て
お
り
、
島
の
植

物
や
鳥
な
ど
を
観
察
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
痘
文
を
読
む
と
、
カ
ワ
ウ
・
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
・
カ
ラ
ス
バ
ト

と
い
う
鳥
が
い
る
こ
と
を
真
柴
茂
彦
氏
な
ど
か
ら
教
え
て
も
ら
い
、
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
の
巣
を
観
察
し
、
木
の
上
に
止
ま
っ
て
い
る

カ
ワ
ウ
を
観
察
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
は
、
カ
ワ
ウ
は
「
ほ
か
の
島
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
感
動
し
て

(
5
)

い
る
。
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1":

三
旧
蒲
江
町
(
上
入
津
地
区
)
の
人
々
と
力
ワ
ウ

畑
野
浦
の
糞
採
取

1旧
米
水
津
村
で
は
力
ワ
ウ
の
糞
採
取
に
つ
い
て
は
、
計
画
を
立
て
た
と
い
う
程
度

の
話
し
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
も
う
ひ
と
つ
の
「
地
元
」
で
あ
る
旧
蒲

江
町
に
お
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
お
こ
な
う
こ
と
に
し
た
。

旧
蒲
江
町
は
、
旧
米
水
津
村
の
南
に
隣
接
す
る
地
域
で
あ
る
。
旧
蒲
江
町
の
中
心

集
落
で
あ
っ
た
蒲
江
浦
は
、
中
世
に
は
港
町
と
し
て
栄
え
て
い
た
と
い
う
。
旧
蒲
江

町
の
地
域
に
は
、
明
治
二
二
年
(
一
八
八
九
)
の
町
村
制
施
行
に
と
も
な
い
上
入
津

村
.
下
入
津
村
・
蒲
江
村
・
名
護
屋
村
が
発
足
し
て
い
る
。
蒲
江
浦
を
中
心
ど
し
た

蒲
江
村
は
明
治
四
四
年
(
一
九
一
一
)
に
蒲
江
町
と
な
る
。
こ
の
う
ち
沖
黒
島
に
'
二
器

比
較
的
近
い
の
は
、
旧
蒲
江
町
の
北
部
に
位
置
す
る
上
入
津
村
と
下
入
津
村
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
、
入
津
湾
の
周
辺
に
集
落
が
点
在
し
て
い
る
。
上
入
津
村
に
は
尾
浦
.
畑

野
浦
・
楠
本
浦
下
入
津
村
に
は
西
野
浦
・
竹
野
浦
河
内
と
い
う
集
落
が
存
在
す
る
。

昭
和
三
0
年
(
一
九
五
五
)
、
上
入
津
村
・
下
入
津
村
・
蒲
江
町
・
名
護
屋
村
が
合
併
し
、
蒲
江
町
が
発
足
し
た
〔
蒲
江
町
史
編
さ
ん

委
員
会
二
0
0
五
〕
。
そ
の
後
平
成
一
七
年
(
二
0
0
五
)
、
米
水
津
村
な
ど
と
と
も
に
佐
伯
市
と
合
併
し
た
。

牧
野
は
、
平
成
二
0
年
(
二
0
0
八
)
、
畑
野
浦
の
脇
谷
満
幸
氏
(
昭
和
一
 
0
年
生
ま
れ
)
に
話
を
聞
い
た
。
脇
谷
氏
は
牧
野
の
調

査
当
時
畑
野
浦
の
区
長
で
あ
っ
た
。
脇
谷
氏
は
力
ワ
ウ
の
糞
採
取
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。

畑
野
浦
は
旧
蒲
江
町
の
北
部
に
あ
り
、
入
津
湾
の
奥
に
位
置
し
て
い
る
。
旧
蒲
江
町
で
は
大
字
蒲
江
浦
を
除
く
と
、
西
野
浦
と
と
も

に
人
口
が
多
い
集
落
で
、
昭
和
四
0
年
(
一
九
六
五
)
に
は
四
0
八
戸
、
一
八
六
七
人
で
あ
っ
た
〔
蒲
江
町
史
編
さ
ん
委
員
会
二
0

:
.
^
一
コ
'
ユ
ー
J
、
E
i
1

、
'
^
一
{
'
^
一
.
蚤
^
一
、
識
マ

一
^
一
^
一
1
玉
之
.
ξ
章
:
.

卜

.
、
ガ

一
一
王
.
一
、
美
'
.
ー
ー
玉
コ
'

圭
一
「
、
L
、
'
一

キ
キ

X
:
:
、
:
:
.
 
C
 
:
.

:
、
、
」
ユ
一
一
.
 
1
圭
圭
、
ユ
ー
圭
、

一
、
.
一
、
、
、
.

:
;
,
、
、
 
1
 
冨
ユ
、

,
、
.

.
、
、
.
.
.
.
.
.
、
、
、
、

、
:
、
一
:
.
:
.
一
ξ
畦
:
、
、

、
、
:
 
1
 
C
、

三
r
寸

一
.
上
支
、

藝

二
一

、
一
一

.

.

.
1

掛
一
一

」
、

三

:
一
.
、
:
一
、
Ⅱ
、
;
髭
、
妾
一
,
一
抑
,
一
一

.
一
:
一
一
一
、
壮
、
一
.
Ξ
重
'
!
,

:
、
、
、
罫

一

一
卓
、
ー洗

一
.
.
.

:
、
.
1
一
「
:

才

、
"
券
芽
芽
一
一
一

一
、
.
、
、
'
、
一

一
、
、
一
一

3

慈
L
釜

キ
"
:
.
一
、
壮
、
一

1
 
j
 
ξ
 
f
 
f



大分県佐伯市沖黒島における力ワウの糞採取習俗

畑野浦から沖黒島を望む(写真Ⅱと同じアン
グルで望遠レンズにて撮影)(2015年8月撮影)

- 257 ー

写真Ⅱ畑野浦から沖黒島を望む(2015年8月撮影)

^^

写真12

0
五
〕
。
古
く
か
ら
開
か
れ
た
集
落
の
よ
う
で
、
江
戸
時
代
に
は
入
津
湾
内
に
は
畑
野
浦
だ
け
に
大
庄
屋
が
置
か
れ
、
湾
内
の
中
心
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
〔
蒲
江
町
教
育
委
員
会
一
九
七
七
〕
。
漁
業
が
中
心
で
あ
る
が
、
水
田
や
畑
の
耕
作
も
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。

畑
野
浦
か
ら
沖
黒
島
ま
で
は
直
線
距
離
で
約
八
k
m
で
あ
る
。
畑
野
浦
の
集
落
は
入
津
湾
の
奥
に
位
置
す
る
た
め
、
沖
黒
島
は
見
え
な

し
か
し
、
畑
野
浦
か
ら
南
隣
の
楠
本
浦
ヘ
入
る
直
前
、
内
湾
の
突
端
の
下
り
松
鼻
と
い
う
場
所
か
ら
は
、
沖
黒
島
が
見
通
す
こ
と

0

いが
で
き
る
(
写
真
1
ー
・
 
n
)
。

以
下
は
、
牧
野
の
聞
き
取
り
内
容
の
一
部
で
あ
る
。
会
話
の
内
容
の
う
ち
、
ウ
の
糞
に
関
す
る
部
分
を
抜
き
出
し
た
。

ま
ず
、
沖
黒
島
の
力
ワ
ウ
の

糞
を
肥
料
に
採
取
し
た
こ
と
を

尋
ね
た
部
分
で
あ
る
。

牧
野
「
あ
の
糞
を
採
る
と
い

う
の
は
い
つ
頃
の
こ
と

だ
っ
た
ん
で
す
か
。
」

脇
谷
「
三
0
年
か
ら
三
0

四
0
年
ぐ
ら
い
や
ろ
ね
。
」

脇
谷
「
え
ぇ
。
採
っ
て
い
ま

し
た
よ
。
だ
け
ど
そ
の
野

菜
が
ま
あ
よ
か
ろ
う
と
い

う
こ
と
だ
な
あ
。
」

:
i
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脇
谷
「
結
局
、
海
の
魚
じ
ゃ
か
ら
結
局
そ
れ
が
肥
料
に
な
る
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
力
ワ
ウ
も
肥
料
に
な
る
じ
ゃ
ろ
う
と
い
う

こ
と
で
、
使
っ
て
お
っ
た
ん
じ
ゃ
け
ど
。
」

脇
谷
三
時
的
に
は
よ
か
っ
た
ら
し
い
ん
で
す
。
」

脇
谷
「
私
た
ち
が
二
0
歳
か
ら
二
0
ぐ
ら
い
ま
で
は
な
あ
。
だ
け
ど
段
々
、
段
々
畑
が
そ
の
う
塩
分
が
濃
く
な
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ

れ
で
段
々
、
段
々
こ
う
出
来
が
悪
く
な
っ
て
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
っ
て
こ
と
に
な
っ
た
ら
し
い
で
す
よ
ね
え
。
う
ん
。
私

た
ち
が
漁
師
に
な
っ
た
頃
。
」

脇
谷
「
木
が
枯
れ
て
お
る
で
し
ょ
う
。
」

脇
谷
「
結
局
、
塩
分
が
濃
い
か
ら
木
が
枯
れ
た
ん
だ
っ
ち
ゅ
う
こ
と
に
、
気
が
つ
い
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
結
局
、
野
菜
の
方
も
、

段
々
そ
れ
で
結
局
濃
い
ん
じ
ゃ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
ま
あ
段
々
、
段
々
出
来
な
く
な
っ
て
。
だ
か
ら
士
地
そ
の
も
の
が
や
っ
ぱ

り
酸
性
化
で
す
か
。
酸
性
化
し
て
来
た
と
い
う
こ
と
で
段
气
段
々
、
止
め
た
ん
で
す
よ
。
」

そ
の
後
脇
谷
氏
か
ら
魚
を
肥
料
に
し
て
い
た
と
い
う
栗
語
ら
れ
た
。
そ
し
く
再
び
力
ワ
ウ
の
糞
の
話
に
な
る
。

脇
谷
「
で
、
段
々
獲
れ
な
く
な
っ
て
、
そ
う
い
う
現
象
で
魚
そ
の
も
の
を
肥
料
に
す
る
の
が
も
っ
た
い
な
く
な
っ
た
ん
や
ね
。
そ
れ

で
今
日
、
カ
ワ
ウ
の
糞
あ
た
り
を
採
っ
て
や
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
ん
で
す
ね
。
」

牧
野
「
そ
う
す
る
と
割
と
新
し
く
始
め
た
の
で
す
ね
。
」

脇
谷
「
そ
う
ら
し
い
で
す
ね
。
新
し
い
で
す
ね
。
」

牧
野
「
昔
か
ら
地
元
の
人
が
や
っ
て
た
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
昭
和
三
0
年
頃
に
鵜
の
糞
を
使
お
う
と
い
う
こ
と
に
・
・
・
。
」

脇
谷
「
う
ん
。
と
い
う
か
な
、
結
局
、
そ
の
ま
あ
農
繁
期
が
あ
る
よ
う
に
。
漁
師
に
も
巻
き
網
の
休
み
の
期
問
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
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大
体
一
一
月
頃
か
ら
来
午
の
三
月
頃
ま
で
な
。
」

脇
谷
「
休
み
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
巻
き
網
漁
の
な
。
そ
の
休
み
を
利
用
し
て
結
局
鵜
の
糞
を
採
り
に
行
き
よ
っ
た
ら
し
い
で
す

よ
。
」

牧
野
「
そ
の
時
に
で
す
ね
え
。
も
う
昭
和
三
0
午
や
っ
た
ら
、
化
学
肥
料
も
ち
ょ
う
ど
出
て
き
た
頃
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
何
か

あ
っ
て
、
昔
や
っ
て
た
こ
と
を
聞
か
れ
て
と
か
そ
う
い
う
こ
と
は
ま
ず
な
か
っ
た
で
す
か
。
」

脇
<
合
「
い
や
、
そ
う
い
う
こ
と
は
私
も
:
・
。
」

牧
野
「
わ
か
ら
な
い
で
す
か
。
」

脇
谷
「
う
ん
。
聞
い
て
な
い
ん
だ
け
ど
も
。
ま
あ
自
然
発
生
的
に
そ
う
い
う
風
に
な
っ
た
ん
や
な
い
ん
で
す
か
な
あ
。
だ
か
ら
昭
和

三
0
代
と
い
ぇ
ば
ま
あ
食
糧
難
の
時
代
で
す
わ
な
あ
。
戦
後
一
 
0
年
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
。
」

聞
き
取
り
の
最
後
の
ほ
う
で
、
脇
谷
氏
は
ウ
の
糞
を
採
り
に
行
っ
た
時
期
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
も
語
っ
て
い
る
。

脇
谷
「
中
学
生
以
降
だ
よ
な
あ
。
」

脇
谷
「
え
ぇ
。
親
父
に
1
親
父
に
連
れ
ら
れ
て
何
回
か
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
」

次
に
、
牧
野
が
脇
谷
氏
の
家
だ
け
が
糞
を
採
り
に
行
っ
て
い
た
の
か
、
ほ
か
の
家
も
行
っ
て
い
た
の
か
を
確
認
し
て
い
る
部
分
で
あ

る
。

牧
野
「
ほ
か
に
ご
主
人
の
お
う
ち
以
外
に
も
で
す
ね
え
。
そ
う
い
う
こ
と
を
さ
れ
て
い
た
方
は
区
内
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
で
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し
ょ
う
か
。
」

脇
谷
「
い
や
。
何
軒
か
あ
り
ま
す
よ
。
」

脇
谷
「
結
局
、
こ
こ
で
も
行
く
よ
う
な
船
を
持
っ
て
る
人
が
少
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
よ
。
そ
の
漁
師
と
い
う
枠
は
親
方
が
主
で
な
帝

方
と
い
う
の
は
そ
の
う
巻
き
網
で
な
。
ほ
と
ん
ど
乗
組
員
か
多
か
っ
た
な
」

脇
谷
「
元
々
船
を
持
っ
て
る
人
が
少
な
か
っ
た
ん
や
。
網
元
以
外
は
。
」

脇
谷
「
せ
や
か
ら
め
っ
た
に
行
か
れ
ん
の
で
す
よ
。
」

以
下
は
糞
の
採
取
方
法
に
つ
い
て
尋
ね
た
部
分
で
あ
る
。

牧
野
「
そ
し
た
ら
今
度
は
そ
の
鵜
の
糞
の
採
り
方
な
ん
で
す
け
ど
、
あ
れ
は
ど
う
や
っ
て
採
る
ん
で
し
ょ
う
か
。
」

脇
谷
「
い
や
、
こ
そ
ぎ
落
と
す
ん
で
す
。
」

牧
野
「
一
L
そ
ぎ
落
と
す
。
」

脇
谷
「
一
L
さ
ぎ
一
洛
と
す
。
こ
さ
ぐ
っ
ち
ゅ
う
ん
や
。
」

牧
野
「
こ
さ
ぐ
。
」

脇
谷
「
鍬
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
鍬
。
」

牧
野
「
は
い
。
」

脇
谷
「
あ
の
鍬
あ
た
り
で
、
こ
さ
ぐ
ん
だ
ろ
う
な
あ
。
」

牧
野
「
そ
れ
は
士
か
な
ん
か
で
す
か
。
」

男
性
「
い
や
、
い
や
。
士
じ
ゃ
あ
な
く
て
、
そ
れ
は
あ
れ
は
も
う
岩
の
上
な
ん
や
ろ
う
か
ず
S
つ
と
。
」
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脇
谷
「
ほ
と
ん
ど
岩
の
上
で
す
よ
。
士
の
上
や
な
い
で
す
。
」

牧
野
「
ど
ん
な
感
じ
に
な
っ
と
る
ん
で
し
ょ
う
。
」

脇
谷
「
い
や
も
う
。
ホ
ン
ト
大
量
に
あ
り
ま
す
よ
。
岩
が
も
う
白
く
な
っ
と
っ
た
で
す
よ
。
ア
レ
が
み
な
糞
で
す
か
ら
ね
。
」

牧
野
「
積
も
っ
て
る
感
じ
で
す
か
。
」

脇
谷
「
え
ぇ
。
そ
う
で
す
。
積
も
っ
て
る
ん
で
す
。
」

牧
野
「
そ
う
す
る
と
、
そ
れ
は
こ
そ
げ
落
と
す
の
は
こ
そ
げ
一
洛
と
す
で
も
で
す
ね
え
。
島
に
行
く
の
は
年
に
一
回
く
ら
い
で
す
か

ね
え
。
」

脇
谷
「
い
や
、
い
や
。
そ
ん
な
ん
。
午
に
一
回
か
二
年
に
一
回
し
か
行
き
ま
せ
ん
。
め
っ
た
に
あ
す
こ
に
は
ー
。
今
は
ま
あ
・
・
・
今
は

灯
台
が
出
来
た
か
ら
ね
え
。
灯
台
が
出
来
た
か
ら
時
々
灯
台
の
守
に
行
っ
た
り
、
そ
の
上
が
る
場
所
を
作
っ
た
ん
じ
ゃ
あ
な
い
で

す
か
。
」

そ
し
て
、
糞
を
運
び
出
す
作
業
に
つ
い
て
の
話
に
な
る
。

牧
野
「
そ
う
す
る
と
、
ど
れ
く
ら
い
採
れ
る
も
の
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
」

脇
谷
「
や
っ
ぱ
り
そ
う
で
す
ね
。
一
人
や
っ
ば
り
五
・
六
0
キ
ロ
以
上
採
れ
ま
す
ね
。
」

牧
野
「
そ
れ
は
何
か
袋
か
何
か
に
入
れ
る
ん
で
す
か
。
」

脇
谷
「
そ
う
、
そ
う
。
や
っ
ぱ
り
昔
こ
こ
で
は
ト
ゥ
マ
イ
袋
っ
て
一
言
っ
て
た
な
あ
。
」

脇
谷
「
布
で
出
来
た
よ
う
な
袋
や
な
あ
。
そ
れ
に
入
れ
よ
っ
た
。
そ
れ
で
持
っ
て
帰
り
よ
っ
た
よ
。
」
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糞
を
入
れ
た
ト
ゥ
マ
イ
袋
を
三
つ
ぐ
ら
い
運
ん
だ
、
道
を
歩
い
て
担
い
で
下
し
た
、
と
い
う
話
の
あ
と
畑
に
入
れ
る
こ
と
を
尋
ね

牧
野
「
運
ん
で
来
ま
す
わ
ね
え
。
陸
に
揚
げ
る
と
そ
れ
を
ど
う
し
と
く
ん
で
す
か
。
袋
に
入
れ
た
糞
は
:
.
。
」

脇
谷
「
そ
の
ま
ま
入
れ
る
と
で
す
。
畑
に
。
」

脇
谷
「
野
菜
な
ん
か
を
植
え
と
き
に
混
ぜ
る
。
」

そ
の
後
脇
谷
氏
は
自
分
の
家
の
畑
は
三
反
ほ
ど
で
、
サ
ツ
マ
イ
モ
と
麦
を
作
っ
て
い
た
と
語
っ
て
い
る
。
ウ
の
糞
を
サ
ッ
マ
イ
モ

や
麦
に
撒
い
た
と
い
う
。

脇
谷
氏
の
語
り
か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
る
。
沖
黒
島
に
は
め
っ
た
に
行
か
な
い
畑
野
浦
で
は
昭
和
二
0
年
代
か
ら
三

0
年
代
ご
ろ
、
カ
ワ
ウ
の
糞
を
採
取
し
て
肥
料
に
し
た
こ
と
が
あ
る
。
脇
谷
氏
自
身
も
父
親
と
と
も
に
糞
を
採
り
に
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
脇
谷
氏
の
家
以
外
で
も
、
船
を
持
っ
て
い
る
家
は
採
り
に
行
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
三
月
か
ら
二
月
ご
ろ
の
漁
が
休
み
の
と
き

に
糞
を
採
り
に
行
っ
た
。
糞
は
鍬
で
「
こ
さ
ぎ
落
と
し
て
」
採
っ
た
。
糞
は
ト
ゥ
マ
イ
袋
に
入
れ
て
持
ち
帰
っ
た
。
持
ち
帰
っ
た
糞

は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や
麦
な
ど
に
撒
い
た
。

牧
野
の
調
査
に
ょ
っ
て
、
畑
野
浦
の
人
た
ち
が
沖
黒
島
ま
で
力
ワ
ウ
の
糞
を
採
り
に
行
っ
て
い
た
こ
と
か
分
か
っ
た
畑
野
浦
の

人
々
の
糞
採
取
に
つ
い
て
確
学
る
た
め
、
藤
井
は
平
成
二
七
年
(
二
0
一
五
)
三
月
に
畑
野
浦
を
訪
ね
た
畑
野
浦
の
冨
高
丈
夫

氏
(
昭
和
二
二
年
生
ま
れ
)
に
ょ
る
と
、
脇
谷
満
幸
氏
は
牧
野
の
調
査
後
に
亡
く
な
っ
て
い
た
た
め
、
本
人
に
確
認
は
で
き
な
か
っ

た
。
冨
高
氏
は
、
蒲
江
町
史
の
編
纂
室
に
勤
務
し
て
お
り
、
旧
蒲
江
町
の
歴
史
や
文
化
に
詳
し
い
方
で
あ
る
し
か
し
、
冨
高
氏
自
身

は
、
糞
採
取
の
こ
と
は
知
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
冨
高
氏
は
脇
谷
満
幸
氏
と
親
交
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
糞
採
取
の
こ
と
は
脇
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谷
氏
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
昭
和
四
八
午
(
一
九
七
一
己
の
北
九
州
大
学
の
民
俗
調
査
の
際
に
は
〔
北
九
州
大
学

民
俗
研
究
会
一
九
七
四
〕
、
学
生
た
ち
が
明
治
・
大
正
生
ま
れ
の
方
々
に
話
を
聞
い
て
い
た
が
、
糞
の
話
は
出
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
。
な
お
、
冨
高
氏
自
身
は
、
昭
和
四
0
午
代
か
ら
五
0
年
代
に
、
教
育
委
員
会
の
仕
事
と
し
て
、
ビ
ロ
ウ
の
調
査
の
た
め
に
島
ヘ

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
が
、
カ
ワ
ウ
の
調
査
は
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

冨
高
氏
に
ょ
る
と
、
畑
野
浦
の
人
が
沖
黒
島
ま
で
ウ
の
糞
を
採
り
に
行
っ
た
と
い
う
の
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
。
畑
野
浦
に
は
肥

料
と
な
る
イ
ワ
シ
が
大
量
に
あ
っ
た
。
わ
ざ
わ
ざ
沖
黒
島
ま
で
糞
を
採
り
に
行
く
こ
と
は
大
変
な
労
力
に
な
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
こ

と
を
す
る
の
は
考
え
に
く
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
冨
高
氏
は
、
脇
谷
満
幸
氏
の
兄
(
昭
和
六
午
生
ま
れ
)
に
も
確
督
て
く
だ
さ
っ
た

が
、
こ
の
方
も
糞
採
取
の
こ
と
は
知
ら
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
冨
高
氏
の
同
級
生
二
人
に
も
確
督
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
の
二
人
は
若

い
こ
ろ
漁
業
を
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
二
人
も
糞
採
取
の
こ
と
は
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
牧
野
の
調
査
時
の
糞
採
取
習
俗
を
再
確
芋
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
が
、
よ
り
年
配
の
方
の
語
り
の
中
か
ら
、

糞
採
取
の
情
報
が
出
て
き
た
。
以
下
は
、
冨
高
丈
夫
氏
と
と
も
に
、
畑
野
浦
の
冨
高
晃
氏
(
昭
和
二
年
生
ま
れ
)
に
う
か
が
っ
た
内
容

で
あ
る
。ウ

の
こ
と
は
ウ
ノ
ト
リ
と
い
っ
た
。
長
良
川
や
日
田
の
鵜
飼
は
ウ
ミ
ウ
と
い
う
。
鵜
飼
に
持
っ
て
行
っ
た
の
は
聞
か
な
い
。
ウ
を

畑
野
浦
ま
で
連
れ
て
く
る
こ
と
も
知
ら
な
い
。
ウ
は
昔
も
畑
野
浦
ま
で
来
た
。
養
殖
す
る
か
ら
来
る
の
で
は
な
い
。
湾
内
に
象
多

か
っ
た
の
で
。
ウ
は
減
っ
て
い
る
。
黒
島
は
尾
浦
の
ほ
う
が
近
い
。

(
ウ
の
糞
を
肥
料
に
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
質
問
に
対
し
て
)
尾
浦
の
シ
(
衆
)
が
苣
行
っ
た
と
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
。
も
う
死
ん
だ
人
か
ら
聞
い
た
。
自
分
は
黒
島
に
二
、
三
回
登
っ
た
け
ど
、
糞
を
採
り
に
行
っ
た
こ
と
は
な
い
。
戦
前
の
話
。
山

全
体
が
黒
い
。
深
い
と
こ
ろ
は
糞
が
一
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
。
積
っ
て
い
る
。
山
芋
を
掘
り
に
行
く
の
に
、
水
を
持
っ
て
行
っ
て
上
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か
ら
流
す
と
、
す
ぽ
っ
と
抜
け
た
と
い
う
。
下
の
方
は
士
に
な
っ
て
い
る
。
何
百
年
と
糞
が
積
っ
て
い
る
。

仙
崎
に
は
ウ
が
し
ょ
つ
ち
ゅ
う
休
ん
で
い
る
。
ウ
の
く
そ
べ
い
(
鵜
の
糞
塀
)
と
い
う
。
漁
に
行
く
と
き
に
見
る
。
糞
が
弌
二

セ
ン
チ
ほ
ど
積
も
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
採
る
よ
う
な
も
の
じ
ゃ
な
い
。
畳
二
枚
敷
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
。

黒
島
は
登
っ
て
行
く
と
、
け
っ
こ
う
い
け
る
。
ど
こ
ろ
に
ょ
る
と
、
ふ
わ
ふ
わ
し
て
い
る
。
糞
も
一
緒
に
な
っ
て
い
る
 
j
か
ら

登
る
。
南
は
登
れ
な
い
。
崖
の
ほ
う
ま
で
行
か
れ
ん
。

ウ
の
卵
は
採
っ
て
き
た
。
自
分
は
食
ベ
た
こ
と
は
な
い
。
畑
野
浦
で
も
採
っ
た
と
聞
い
た
。
父
親
は
明
治
一
三
年
生
ま
れ
。
そ
の

前
、
飢
饅
が
あ
っ
た
。
な
ん
で
も
食
ベ
た
。
お
ぱ
あ
さ
ん
が
嘉
永
五
年
生
ま
れ
。
お
ば
あ
さ
ん
が
話
を
し
て
い
た
。
食
ベ
た
か
ど
ぅ

か
知
ら
な
い
け
ど
、
話
を
し
て
い
た
。

ウ
を
捕
っ
て
食
ベ
る
こ
と
は
タ
ブ
ー
だ
っ
た
。
漁
師
な
の
で
。
漁
の
水
先
案
内
人
み
た
い
な
も
の
。
ウ
が
い
る
と
こ
ろ
は
漁
が
あ

る
0
 
魚
が
あ
る
と
い
う
。
鳥
は
食
ベ
な
い
。
守
り
神
み
た
い
な
も
の
。
ウ
と
カ
モ
メ
は
食
ベ
な
い
。
海
鳥
は
食
ベ
な
い
オ
オ
ミ
ズ

ナ
ギ
ド
リ
と
い
う
の
は
知
っ
て
い
る
が
、
黒
島
に
い
る
か
ど
う
か
知
ら
な
い
。

冨
高
晃
氏
は
、
冨
高
丈
夫
氏
よ
り
も
年
配
で
あ
る
が
、
畑
野
浦
か
ら
糞
採
取
に
行
っ
た
こ
と
は
知
ら
な
い
と
い
う
。
や
は
り
、
島
に

は
め
っ
た
に
行
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
新
た
な
糞
採
取
の
情
報
が
語
ら
れ
た
。
旧
蒲
江
町
の
尾
浦
の
人
た
ち
が
糞
採
取

に
行
っ
て
い
た
と
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
カ
ワ
ウ
の
卵
を
食
ベ
た
と
い
う
話
も
語
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
幕

末
生
ま
れ
の
祖
母
か
ら
聞
い
た
と
い
う
。
カ
ワ
ウ
に
つ
い
て
は
、
守
り
神
と
し
て
食
ベ
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
島
に
山
芋
を
掘
り
に
行

く
人
も
い
た
と
い
う
。
結
局
、
藤
井
の
調
査
で
は
、
畑
野
浦
に
お
い
て
、
糞
採
取
に
行
っ
て
い
た
人
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。

牧
野
の
聞
き
取
り
と
、
藤
井
の
聞
き
取
り
を
総
合
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
畑
野
浦
で
の
糞
採
取
は
一
般
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的
な
も
の
で
は
な
く
、
個
人
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
脇
谷
満
幸
氏
の
父
親
な
ど
が
、
ご
く
一
時
期
に
お
こ
な
っ
て
い
た
。

牧
野
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
脇
谷
氏
は
だ
れ
か
ら
糞
採
取
の
こ
と
を
聞
い
た
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
畑
野
浦
で

伝
統
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
も
の
で
は
な
く
、
昭
和
三
0
年
代
に
他
地
域
の
人
か
ら
聞
い
て
、
一
時
的
に
糞
採
取
を
お
こ
な
っ
た
と

い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
脇
谷
氏
の
兄
を
含
め
、
周
辺
の
人
々
は
こ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
、
と
い
う
可
能
性
が
あ

る
。
冨
高
丈
夫
氏
が
言
う
よ
う
に
、
畑
野
浦
か
ら
沖
黒
島
ま
で
糞
を
採
り
に
行
く
こ
と
は
大
変
な
労
力
で
あ
る
。
胆
料
と
し
て
の
イ
ワ

シ
も
大
量
に
捕
れ
て
い
た
た
め
、
手
漕
ぎ
の
船
で
行
く
時
代
に
は
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
昭
和
三
0
年
代
で
あ
れ

ぱ
、
動
力
船
の
時
代
で
あ
る
。
糞
が
肥
料
に
な
る
と
い
う
情
報
を
聞
い
て
い
た
人
た

ち
が
、
動
力
船
で
楽
に
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
に
、
個
人
的
に
、
一
時
的
に
、

糞
採
取
を
実
践
し
た
、
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

2
 
尾
浦
の
糞
採
取

に
、
藤
井
は
平
成
二
七
年
(
二
0
 
一
五
)
、
一
、
一
月
に
尾
浦
を
訪
ね
た
。
畑
野
浦

の
冨
高
晃
氏
か
ら
、
尾
浦
の
衆
が
糞
を
採
り
に
行
っ
て
い
た
、
と
い
う
情
報
を
得
た

た
め
で
あ
る
。
尾
浦
は
、
旧
蒲
江
町
最
北
端
の
漁
業
集
落
で
あ
る
。
尾
浦
の
中
心
か

ら
沖
黒
島
ま
で
直
線
距
離
で
約
六
k
m
で
あ
る
。
集
落
前
の
湾
は
外
海
に
面
し
て
い
る

が
、
湾
口
が
南
東
方
向
に
向
い
て
い
る
た
め
、
集
落
か
ら
沖
黒
島
は
見
え
な
い
。
し

か
し
、
集
落
か
ら
畑
野
浦
ヘ
向
か
う
道
か
ら
沖
黒
島
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
 
A
与
真

N
 
・
 
1
5
)
。
尾
浦
か
ら
沖
黒
島
ヘ
は
、
集
落
の
東
側
に
あ
る
岬
を
回
る
だ
け
で
、
ほ

ぼ
直
線
的
に
島
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
。
旧
米
水
津
村
の
宮
野
浦
な
ど
か
ら
向
か
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う
よ
う
に
、
航
路
が
迂
回
す
る
こ
と
は
な
い
。

尾
浦
は
、
昭
和
四
0
午
(
一
九
六
五
)
に
は
一
 
0
上
尺
五
六
八
人
で
あ
っ
た
〔
蒲
江
町
史
編
さ
ん
委
員
会
二
0
0
五
〕
。
昭
禾

三
九
年
(
一
九
六
四
)
に
白
動
車
道
路
が
通
る
ま
で
は
、
山
に
隔
て
ら
れ
て
孤
立
し
た
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
平
成
九
年
(
一
九

九
七
)
に
尾
浦
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
、
畑
野
浦
や
佐
伯
市
方
面
ヘ
車
で
行
き
来
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
っ
た
。
尾
浦
に
は
水
田
は
皆
無

で
、
畑
が
多
い
。
尾
浦
は
カ
マ
ス
網
代
・
真
浦
と
い
う
地
区
に
分
か
れ
る
。
い
ず
れ
も
湾
の
奥
に
位
置
す
る
か
ゴ
側
か
真
浦
南
側

が
カ
マ
ス
網
代
で
あ
る
。
現
在
、
行
政
的
に
は
、
上
入
津
地
区
で
一
区
か
ら
一
一
区
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
尾
浦
の
カ
マ
ス
網
代
は

七
区
真
浦
は
八
区
と
な
る
。

カ
マ
ス
網
代
よ
り
も
真
浦
の
ほ刀

口

う
が
戸
数
・
人
口
が
多
い
。

和
四
0
年
に
は
、
カ
マ
ス
網
代

は
四
三
尺
一
工
六
人
、
真
浦

は
六
六
戸
、
三
五
二
人
で
あ
っ

た
〔
蒲
江
町
史
編
さ
ん
委
員
会

二
0
0
五
〕
。
一
八
世
紀
初

め
、
佐
伯
の
堅
田
か
ら
山
田
兄

弟
が
移
住
し
て
カ
マ
ス
網
代
が

開
発
さ
れ
た
。
そ
の
後
一
九

世
紀
初
め
に
、
直
川
か
ら
百
姓

一
揆
を
起
こ
し
た
人
た
ち
が
所

一
妻
L
.
、
葵
、
^
一
,
.
b
、
電

、
一
.
一
.
.
.
.
.
.
.
一
.
、
.
一
、
一

'
一
:
,
コ
、
一

謡F 濯、
一
.
畿

一
、
点
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替
え
で
真
浦
に
入
り
、
真
浦
が
開
発
さ
れ
た
。
カ
マ
ス
網
代
と
真
浦
は
開
発
理
由
と
時
期
が
異
な
る
た
め
、
紛
争
が
絶
え
な
か
っ
た
と

い
う
が
、
昭
和
一
 
0
年
(
一
九
三
五
)
ご
ろ
に
は
解
決
し
た
と
い
う
〔
蒲
江
町
教
育
委
員
会
一
九
七
七
〕
。

尾
浦
の
カ
マ
ス
網
代
で
民
宿
を
営
ん
で
い
る
山
田
朝
子
氏
(
昭
和
二
七
年
生
ま
れ
)
は
以
下
の
よ
う
に
語
る
。

沖
の
黒
島
に
力
ワ
ウ
は
い
る
。
も
の
す
ご
く
糞
が
た
ま
っ
て
い
る
。
昔
一
度
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
糞
を
取
っ
て
き
て
肥
料
に

し
た
と
い
う
の
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
こ
ま
で
行
か
な
く
て
も
、
イ
ワ
シ
が
捕
れ
た
の
で
、
イ
ワ
シ
を
肥
料

に
し
た
。

山
田
朝
子
氏
の
実
家
は
、
同
じ
く
尾
浦
の
カ
マ
ス
網
代
の
網
元
で
、
キ
ン
チ
ャ
ク
網
を
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
家
で
育
っ
た
朝
子

氏
も
、
糞
採
取
の
こ
と
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
山
田
氏
の
家
は
、
尾
浦
で
も
古
い
ほ
う
に
な
る
と
い
う
。
し
か
し
、

朝
子
氏
の
夫
の
山
田
武
生
氏
(
六
九
歳
)
も
ウ
の
糞
を
肥
料
に
し
た
こ
と
は
知
ら
な
い
。
た
だ
し
、
夕
方
に
な
る
と
力
ワ
ウ
が
沖
黒
島

に
向
か
っ
て
飛
ん
で
行
く
こ
と
は
知
っ
て
い
る
。
朝
子
氏
の
息
子
の
周
平
氏
(
昭
和
五
三
年
生
ま
れ
)
も
ウ
の
糞
を
肥
料
に
し
た
こ
と

は
知
ら
な
か
っ
た
。
な
お
、
山
田
氏
の
夫
の
祖
母
や
両
親
は
、
東
京
都
立
大
学
・
大
分
大
学
・
蒲
江
町
史
な
ど
の
地
域
調
査
の
際
に
、

話
者
と
な
っ
て
い
た
方
々
で
あ
る
〔
釘
宮
一
九
八
0
、
蒲
江
町
教
育
委
員
会
一
九
七
七
な
ど
〕
。
し
か
し
、
祖
母
や
両
親
か
ら
は
、

ウ
の
糞
を
肥
料
に
す
る
話
は
聞
い
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

山
田
朝
子
氏
は
尾
浦
の
以
下
の
方
々
に
も
ウ
の
糞
の
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

A
 
七
二
歳
女
性
、
カ
マ
ス
網
代
の
出
身
(
山
田
朝
子
氏
の
い
と
こ
で
網
元
の
娘
)

B
 
七
九
歳
男
性
、
カ
マ
ス
網
代
の
出
身
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写真16 鳴海吉三郎氏・勝子氏夫妻(2015年Ⅱ月撮
影)

民ξ"

七
三
歳
女
性
真
浦
の
出
身
(
B
氏
の
妻
)

い
ず
れ
の
方
も
、
ウ
の
糞
を
肥
料
に
し
た
話
は
知
ら
な
い
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
尾
浦
に
お
い
て
も
、
ウ
の
糞
採
取
を
し
た
話
を

確
芋
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
山
田
朝
子
氏
の
紹
介
で
、
尾
浦
で
漁
業
に
従
事
し
て
き
た
鳴
海
吉
三
郎
氏
(
昭
和
三
午
生
ま
れ
)

に
話
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。
鳴
海
氏
は
ウ
の
糞
を
肥
料
に
し
た
こ
と
を
ご
存
じ
で
あ
っ
た
。
鳴
海
氏
は
尾
浦
の
貝
持
ケ
浦
と
い

う
地
区
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
貝
持
ケ
浦
と
い
う
の
は
、
真
浦
よ
り
も
さ
ら
に
東
側
に
一
山
越
し
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
昭
和
初
期
に
は
三

軒
の
家
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
現
在
、
人
家
は
な
い
。

(
ウ
の
糞
を
採
り
に
行
っ
て
肥
料
に
し
た
こ
と
は
な
い
か
、
と
い
う
問
い
に
対

し
て
)
自
分
は
行
っ
た
こ
と
は
な
い
。
父
が
行
っ
た
こ
と
あ
る
。
し
ょ
つ
ち
ゅ

う
で
は
な
い
。
麦
を
植
え
る
時
期
の
肥
料
に
使
う
。
旧
暦
の
八
月
、
九
月
ぐ
ら

い
に
麦
を
植
え
こ
む
と
き
の
肥
料
に
し
た
。
手
漕
ぎ
の
船
で
行
っ
た
。
稲
藁
で

縄
:
轟

編
ん
だ
カ
マ
ス
を
持
っ
て
行
っ
て
糞
を
持
っ
て
帰
っ
た
。
(
ト
ゥ
マ
イ
袋
と
は
違

ミ
一
一
三
一
一
.
一
荘
.

一
一
一
荘
ι
^
.
、
琵
盡

う
も
の
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
て
)
当
時
は
ト
ゥ
マ
イ
袋
は
な
か
っ
た
。
農

,
.
.

協
が
畑
野
浦
か
ら
米
を
積
ん
で
く
る
。
海
岸
か
ら
担
ぎ
上
げ
て
、
店
で
販
売
し

た
。
店
を
コ
ウ
バ
イ
(
購
買
)
と
い
っ
た
。
そ
の
空
き
袋
を
使
っ
た
。

黒
島
は
上
が
る
の
は
難
し
い
。
下
に
吊
り
下
げ
て
船
に
移
し
た
。
糞
や
か
ら

士
よ
り
軽
い
。
親
戚
同
士
二
、
三
人
組
ん
で
行
っ
た
。
担
い
で
降
り
ら
れ
る
場
所

じ
ゃ
な
い
。
自
分
は
自
然
薯
掘
り
に
行
っ
た
。
糞
で
で
き
て
る
と
こ
ろ
や
か
ら
、
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わ
り
と
た
や
す
く
抜
け
た
。
(
水
を
か
け
て
抜
い
た
の
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
て
)
水
を
か
け
た
ら
抜
け
る
か
も
し
れ
ん
が
、
水

を
持
っ
て
上
が
る
こ
と
も
で
き
ん
。
当
時
は
道
も
な
か
っ
た
。
ウ
の
糞
を
採
り
に
行
く
当
時
は
、
原
生
林
み
た
い
な
大
木
ぱ
っ
か
り

だ
っ
た

(
鍬
で
採
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
て
)
自
分
は
経
験
が
な
い
の
で
分
か
ら
な
い
が
、
鍬
か
ス
コ
ッ
プ
孫
っ
た
と
思
う
。

鍬
で
集
め
て
袋
に
か
き
集
め
た
と
思
う
。
ウ
は
木
に
止
ま
っ
て
糞
を
落
と
す
。
木
が
真
っ
白
に
な
っ
て
い
た
。

(
ウ
の
こ
と
を
な
ん
と
呼
ん
だ
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
て
)
ウ
ノ
と
い
っ
た
。
ウ
ノ
の
く
そ
採
り
に
行
く
、
と
い
っ
た
。

自
分
は
ウ
の
糞
を
採
り
に
行
っ
て
い
な
い
。
い
っ
ぺ
ん
に
で
き
る
も
ん
で
は
な
い
。
何
年
か
か
か
っ
て
た
ま
っ
て
く
る
。
い
つ
も

行
っ
て
も
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
父
が
一
回
行
っ
た
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
何
回
も
行
っ
た
の
は
記
憶
し
て
い
な
い
。
戦
後
は
な

か
っ
た
と
思
う
。
、
一
回
採
っ
た
ら
、
何
年
か
し
な
い
と
、
集
め
る
だ
け
の
糞
は
た
ま
ら
ん
か
っ
た
と
思
う
。
戦
後
は
、
採
り
に
行
っ

た
と
い
う
話
も
聞
い
て
い
な
い
。
そ
う
た
く
さ
ん
あ
る
も
ん
で
な
い
。
あ
そ
こ
の
シ
(
衆
)
が
行
っ
た
か
ら
、
行
っ
て
も
な
か
ろ

う
、
と
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
(
ウ
の
糞
を
入
札
し
た
り
、
販
売
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
、
と
い
う
と
)
考
え
も
お
こ
ら
ん
。
こ
こ
の

部
落
の
人
だ
け
行
っ
た
。
ほ
か
の
人
は
行
っ
た
こ
と
な
い
。

父
は
船
を
持
っ
て
い
た
。
何
人
か
で
合
同
で
キ
ン
チ
ャ
ク
網
を
持
っ
て
い
た
。
尾
浦
に
は
コ
エ
ビ
ス
網
、
デ
キ
ア
ミ
、
マ
ル
ナ
カ

の
キ
ン
チ
ャ
ク
網
が
あ
っ
た
。
父
は
マ
ル
ナ
カ
だ
っ
た
。
沖
合
に
出
る
の
は
そ
の
ぐ
ら
い
。
株
式
み
た
い
な
も
の
だ
っ
た
。
親
方
は

い
な
い
。
地
曳
網
も
あ
っ
た
。

ウ
の
糞
を
採
り
に
行
く
の
は
マ
ル
ナ
カ
の
全
員
で
は
な
い
。
片
船
に
七
、
八
人
一
。
ハ
イ
で
一
五
人
ぐ
ら
い
い
た
。
全
員
が
同
じ

よ
う
な
権
利
が
あ
っ
た
。
役
員
を
決
め
て
、
世
話
人
を
決
め
て
、
仕
事
を
し
よ
っ
た
。

キ
ン
チ
ャ
ケ
網
は
暖
か
い
時
期
。
あ
ん
ま
り
寒
い
時
期
は
せ
ん
。
当
時
は
近
場
の
沿
岸
で
カ
タ
ケ
チ
イ
ワ
シ
、
ウ
ル
メ
イ
ワ
シ
が

捕
れ
た
。
キ
ン
チ
ャ
ク
で
捕
っ
て
、
米
水
津
ま
で
売
り
に
行
っ
た
。
宮
野
浦
に
行
っ
た
。
大
き
な
ブ
リ
を
捕
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
岸
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に
近
づ
い
た
の
を
捕
っ
た
。
手
漕
ぎ
の
竺
っ
た
の
で
遠
く
ま
で
は
行
か
な
い
。
黒
島
の
あ
た
り
と
、
仙
崎
を
見
通
し
た
あ
た
り
ま

で
行
っ
た
。

黒
島
に
は
手
漕
ぎ
で
行
く
と
一
時
問
近
く
か
か
る
。
帆
を
巻
い
て
、
道
中
は
風
を
利
用
し
て
行
き
来
し
よ
っ
た
。
キ
ン
チ
ャ
ケ
網

で
帆
を
巻
く
こ
と
は
な
い
。
一
本
釣
り
の
船
は
帆
を
巻
い
た
。
三
尋
っ
ま
り
五
六
メ
ー
ト
ル
の
船
だ
っ
た
。
キ
ン
チ
ャ
ク
は
船

が
大
き
い
。
網
を
積
む
か
ら
か
な
り
大
き
い
。

ウ
の
糞
は
キ
ン
チ
ャ
ク
に
使
う
ダ
ン
ベ
で
行
っ
た
。
捕
っ
た
魚
を
ダ
ン
ベ
と
い
う
船
で
運
ん
だ
。
網
を
積
ん
だ
船
以
外
に
、
捕
っ

た
魚
を
積
む
船
が
あ
っ
た
。
一
。
ハ
イ
つ
い
ち
ょ
つ
た
。
そ
の
船
を
借
り
て
行
き
ょ
っ
た
。
小
さ
い
船
で
行
っ
て
も
、
積
む
量
が
少
な

い
か
ら
。
ウ
の
糞
は
ど
の
ぐ
ら
い
採
っ
た
か
知
ら
な
い
。
(
カ
マ
ス
何
袋
ぐ
ら
い
か
、
と
聞
く
と
)
い
い
か
げ
ん
な
こ
と
は
言
え
な

父
が
行
っ
て
い
た
。
豁
。
戦
後
は
や
っ
て
い
な
い
。
お
金
を
出
し
て
買
わ
ん
と
、
肥
料
は
手
に
入
ら
ん
か
っ
た
。
魚
を
風
呂
釜

で
ゅ
で
て
、
圧
縮
し
て
乾
燥
し
て
、
炊
い
て
粉
に
し
た
。
ホ
シ
カ
(
干
鰯
)
と
い
う
。
個
人
で
作
っ
た
。
小
さ
い
こ
ろ
は
ホ
シ
カ
を

作
っ
た
。
漁
の
あ
っ
た
と
き
に
、
販
路
が
な
か
っ
た
と
き
の
魚
を
使
っ
て
、
自
分
で
製
造
し
た
。
イ
ワ
シ
の
捕
れ
る
時
期
が
あ
っ

た
。
夏
の
よ
う
だ
っ
た
。
一
度
だ
け
、
イ
ワ
シ
が
多
す
ぎ
て
、
網
で
回
し
た
と
き
に
、
網
が
山
の
よ
う
に
吹
き
上
げ
て
、
網
が
破
れ

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
キ
ン
チ
ャ
ク
網
だ
っ
た
。
昭
和
二
0
年
ご
ろ
に
は
、
集
魚
灯
を
使
っ
て
、
ヨ
タ
キ
(
夜
焚
き
)
を
し
た
。
網
船

ニ
ハ
イ
で
一
つ
の
網
を
も
や
っ
て
、
魚
を
囲
い
込
ん
だ
。
そ
れ
を
キ
ン
チ
ャ
ク
網
と
い
う
。
年
末
ご
ろ
に
は
イ
ワ
シ
は
捕
れ
な
か
っ

た
。
イ
ワ
シ
は
い
つ
も
捕
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
イ
ワ
シ
が
捕
れ
な
い
時
期
に
、
ウ
の
糞
を
使
っ
た
。

芋
に
は
肥
料
を
使
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
麦
だ
け
に
、
ホ
シ
カ
や
ウ
の
糞
を
や
っ
た
。
野
菜
は
肥
料
を
使
う
こ
と
は
な
い
。
人
糞

を
使
っ
た
。
藻
を
採
っ
て
干
し
て
乾
燥
し
て
、
麦
の
肥
料
に
使
っ
た
。
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
。
個
人
で
採
り
に
行
っ
た
共
同
で
は
な
い

芋
に
は
あ
ん
ま
り
や
ら
な
い
。
寒
い
時
期
に
は
で
き
な
い
。
夏
だ
っ
た
か
。
藻
は
納
屋
に
入
れ
た
。
藻
は
カ
ヤ
で
編
ん
だ
ト
マ
を
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作
っ
て
か
ぶ
し
て
囲
っ
た
。
濡
ら
さ
ん
よ
う
に
し
た
。
使
う
ま
で
は
保
存
し
た
。
何
か
月
も
置
く
わ
け
で
は
な
い
。

ウ
の
糞
は
採
っ
て
き
て
じ
き
そ
の
場
で
麦
に
や
っ
た
。
麦
植
え
が
始
ま
る
か
ら
、
ウ
の
糞
で
も
採
り
に
行
く
か
、
と
い
っ
た
。

肥
料
が
な
い
と
採
り
に
行
っ
た
。
漁
を
し
な
が
ら
百
姓
を
し
た
。
ウ
の
糞
は
そ
の
ま
ま
撒
い
た
。

父
が
や
っ
て
い
た
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
い
つ
か
ら
や
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
。
子
ど
も
の
こ
ろ
だ
っ
た
。
子
ど
も
が
行
け

る
よ
う
な
場
所
で
は
な
か
っ
た
。
黒
島
に
初
め
て
行
っ
た
の
は
終
戦
前
後
だ
っ
た
。
終
戦
後
か
。
二
0
歳
前
後
か
。
食
糧
難
の
時
代

だ
っ
た
の
で
、
白
然
薯
を
掘
り
に
行
っ
た
。
黒
島
に
は
自
然
薯
が
多
く
て
大
き
い
。
自
然
薯
は
ど
こ
で
も
あ
り
よ
っ
た
け
ど
、
黒
島

に
は
集
中
的
に
多
か
っ
た
。
黒
島
は
米
水
津
の
支
配
と
上
入
津
の
支
配
に
な
っ
て
い
た
。
米
水
津
側
に
は
あ
ん
ま
り
自
然
薯
は
な

か
っ
た
。
米
水
津
側
で
掘
っ
て
も
、
怒
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
黒
島
の
山
に
登
る
の
は
、
自
然
薯
を
掘
る
ぐ
ら
い
。

ウ
は
ど
こ
に
で
も
お
る
。
寝
泊
ま
り
す
る
の
は
黒
島
。
ふ
つ
う
は
ど
こ
で
も
お
る
。
最
近
は
小
ノ
な
い
。
昔
は
ど
こ
で
も
、
岩
あ
た

り
に
体
を
休
め
て
、
暖
め
て
い
た
。
海
岸
の
光
景
だ
っ
た
。
羽
を
広
げ
て
休
め
て
い
る
の
が
多
か
っ
た
。
こ
の
海
岸
の
岩
で
も
、
子

ど
も
の
こ
ろ
に
は
ウ
が
羽
を
休
め
て
い
た
。
湾
内
に
魚
が
入
っ
て
く
る
と
き
は
ウ
が
き
た
。

ウ
が
止
ま
っ
て
い
る
木
が
枯
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
雪
が
積
も
っ
た
よ
う
に
黒
島
は
百
<
つ
白
だ
っ
た
。
企
還
く
か
ら
見
る
と
白

か
っ
た
の
か
、
と
い
う
と
)
遠
く
か
ら
で
は
分
か
ら
な
い
。
そ
ば
に
行
く
と
山
の
き
わ
が
真
っ
白
だ
っ
た
。
米
水
津
ベ
ら
は
あ
ん
ま

り
お
ら
ん
か
っ
た
。
(
ど
ん
な
木
に
止
ま
っ
て
い
た
か
、
と
い
う
闇
い
に
対
し
て
)
ユ
ス
の
木
、
ア
コ
ウ
な
ど
が
多
か
っ
た
。
巣
を

作
る
の
は
木
の
上
か
地
面
か
、
見
た
こ
と
は
な
い
。

今
は
ウ
が
少
な
く
な
っ
た
。
近
頃
は
行
か
な
い
。
ウ
が
少
な
く
な
っ
た
の
で
糞
は
少
な
い
じ
ゃ
ろ
う
。
糞
が
士
状
態
に
な
っ
て
い

た
。
糞
の
士
を
採
っ
て
き
た
感
じ
。

(
ウ
の
ヒ
ナ
を
食
ベ
た
こ
と
は
な
い
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
て
)
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
ウ
を
食
ベ
る
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が

な
い
。
ウ
の
卵
を
採
る
の
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
話
も
な
か
っ
た
。
卵
を
見
た
人
も
あ
ん
ま
り
な
い
。
見
た
ら
採
っ
て
く
る
。
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ウ
の
仲
問
に
へ
イ
ケ
ダ
オ
シ
と
い
う
の
が
い
る
。
ウ
の
種
類
に
い
た
。
あ
ん
ま
り
潜
っ
て
歩
く
の
を
見
な
い
水
面
の
魚
を
狙
う

鳥
。
船
で
追
い
か
け
て
捕
ま
え
る
と
、
さ
ぱ
い
て
食
ベ
よ
っ
た
。
案
外
捕
え
や
す
か
っ
た
。
あ
ん
ま
り
飛
ぱ
な
い
。
の
ろ
い
集
団

で
追
い
か
け
て
、
さ
ぱ
い
て
食
ベ
よ
っ
た
。
焼
き
鳥
で
は
な
い
。
鍋
だ
っ
た
。
当
時
は
お
い
し
か
っ
た
ん
じ
ゃ
ろ
う
。
数
は
少
な

か
っ
た
。
ウ
よ
り
胸
が
白
っ
ぽ
い
。
体
も
ウ
よ
り
も
大
刑
土
。
ウ
は
な
か
な
か
捕
ま
え
る
こ
と
は
で
き
ん
へ
イ
ケ
ダ
オ
シ
の
ね
ぐ
ら

は
分
か
ら
ん
。

鳴
海
氏
も
自
身
が
糞
を
採
り
に
行
っ
た
経
験
は
な
か
っ
た
が
、
父
親
が
採
り
に
行
っ
た
こ
と
を
詳
細
に
覚
え
て
い
た
鳴
海
氏
自
身

は
、
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
、
山
芋
を
掘
り
に
行
っ
た
と
い
う
。
糞
は
採
っ
て
い
な
い
が
、
島
の
様
子
は
よ
く
ご
存
じ
で
あ
っ
た
。
父
親

が
糞
採
取
を
し
て
い
た
こ
ろ
は
子
ど
も
で
あ
っ
た
が
、
山
芋
を
掘
り
に
行
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
島
の
自
然
を
観
察
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
糞
採
取
に
つ
い
て
も
、
畑
野
浦
の
脇
谷
満
幸
氏
の
語
り
よ
り
、
具
体
的
に
語
ら
れ
た
。
と
く
に
、
糞
の
搬
出
方
法
施
肥
す

る
作
物
や
時
期
、
に
つ
い
て
の
部
分
が
脇
谷
氏
よ
り
も
具
体
的
で
あ
る
。

脇
谷
氏
は
採
取
し
た
糞
を
ト
ゥ
マ
イ
袋
に
入
れ
て
搬
出
し
た
と
語
っ
て
い
た
が
、
鳴
海
氏
の
父
親
が
採
取
し
た
時
代
に
は
ト
ゥ
マ
イ

袋
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
両
者
の
語
り
か
ら
、
鳴
海
氏
の
父
親
が
糞
採
取
し
た
時
期
は
、
脇
谷
氏
の
父
親
が
糞
採
取
し
た
時
期
よ
り
も

古
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

鳴
海
氏
の
語
り
か
ら
は
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ウ
の
糞
を
採
り
に
行
く
の
は
昭
和
一
0
年
代
ま
で
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
手
漕
ぎ
の
船
で
、
一
時
間
ほ
ど
か
か
っ
て
島
ま
で
行
っ
た
。
ニ
、
三
人
で
採
り
に
行
っ
た
。
吊
り
下
げ
て
船
ヘ
直
接
下
し
た
。
ウ

の
糞
は
麦
を
植
え
こ
む
と
き
の
肥
料
に
し
た
。
ほ
し
い
と
き
に
自
由
に
採
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
、
一
回
採
る
と
し
ぱ
ら
く
は
採
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
カ
ワ
ウ
の
こ
と
は
ウ
ノ
と
呼
び
、
糞
を
採
り
に
行
く
こ
と
は
「
ウ
ノ
の
く
そ
採
り
に
行
く
」
と
い
っ
た
と
い

う
。
な
お
、
カ
ワ
ウ
や
卵
を
食
ベ
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
が
、
ウ
の
仲
間
の
へ
イ
ケ
ダ
オ
シ
と
い
う
鳥
は
捕
ま
え
て
食
ベ
た
と
い
う
。
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鳴
海
吉
三
郎
氏
の
妻
の
勝
子
氏
は
昭
和
一
0
年
生
ま
れ
で
あ
る
。
勝
子
氏
は
ウ
の
糞
を
採
っ
た
話
は
知
ら
な
か
っ
た
。
勝
子
氏
の
父

親
も
キ
ン
チ
ャ
ク
網
の
マ
ル
ナ
カ
に
乗
っ
て
い
た
が
、
勝
子
氏
は
子
ど
も
で
あ
っ
た
の
で
、
糞
を
採
っ
た
と
い
う
話
は
知
ら
な
い
と
い

う

尾
浦
に
は
、
ウ
の
糞
を
肥
料
に
し
た
こ
と
を
ご
存
知
の
方
が
も
う
一
人
お
ら
れ
た
。
山
田
朝
子
氏
の
隣
の
方
で
あ
る
。
山
田
氏
に
案

内
い
た
だ
い
た
が
留
守
で
あ
っ
た
た
め
、
後
貝
朝
子
氏
に
確
認
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
方
は
、
小
野
セ
ツ
ヱ
氏
(
八
五
歳
)
で
力

マ
ス
網
代
の
出
身
で
あ
る
。
小
野
氏
は
ウ
の
糞
を
採
り
に
行
っ
た
の
は
真
浦
の
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
名
前
は
党
え
て
い
な
い
が
、
貝

持
浦
(
ケ
ー
モ
チ
ウ
ラ
)
の
人
た
ち
が
行
っ
て
い
た
、
と
も
語
っ
て
い
た
と
い
う
。
小
野
氏
は
力
ワ
ウ
の
こ
と
を
「
ウ
ノ
」
と
呼
ん
で

し
た
と
し
う

鳴
海
氏
小
野
氏
の
話
を
総
合
す
る
と
、
糞
採
取
に
つ
い
て
は
、
昭
和
初
期
に
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
ま

た
、
採
り
に
行
く
の
は
、
尾
浦
の
中
で
も
貝
持
ケ
浦
の
人
た
ち
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
も
う
か
が
え
た
。
現
在
、
糞
採
取
の
こ
と
を

知
っ
て
い
る
の
は
、
尾
浦
の
中
で
も
限
ら
れ
た
人
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
昭
和
初
期
以
降
は
お
こ
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
、

尾
浦
全
域
の
人
た
ち
が
行
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

鳴
海
吉
三
郎
氏
と
小
野
セ
ツ
ヱ
氏
の
み
が
、
カ
ワ
ウ
の
こ
と
を
ウ
ノ
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
周
辺
地
域
の

方
々
、
お
よ
び
、
尾
浦
で
も
昭
和
一
 
0
年
代
以
降
生
ま
れ
の
方
々
か
ら
は
、
こ
の
呼
称
は
聞
く
こ
と
が
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
ウ
ノ
と

い
う
呼
称
は
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
ご
ろ
、
尾
浦
の
人
々
が
使
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
尾
浦
に
は
、
沖
黒
島
の
力
ワ
ウ
に
対
す
る
独

自
の
か
か
わ
り
か
た
が
存
在
し
た
か
、
あ
る
い
は
、
周
辺
地
域
で
は
す
で
に
消
え
て
し
ま
っ
た
記
憶
が
残
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が

い
ぇ
よ
う
。
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四
旧
蒲
江
町
(
下
入
津
地
区
)
の
人
々
と
力
ワ
ウ

旧
蒲
江
町
の
下
入
津
地
区
に
お
い
て
も
聞
き
取
り
翌
を
お
こ
な
っ
た
。
佐
伯
市
歴
史
資
料
館
館
長
の
清
家
隆
仁
氏
よ
り
、
西
野
浦

の
人
か
ら
ウ
を
捕
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
情
報
を
得
た
た
め
で
あ
る
。

西
野
浦
は
、
旧
蒲
江
町
に
合
併
す
る
前
は
下
入
津
村
に
属
し
て
い
た
。
入
津
湾
口
に
あ
る
西
野
浦
湾
に
面
し
て
集
落
が
〒
成
さ
れ
て

い
る
0
 
漁
業
と
農
業
に
好
適
な
立
地
条
件
を
持
ち
、
早
く
か
ら
開
か
れ
た
集
落
と
思
わ
れ
る
。
旧
蒲
江
町
で
は
、
蒲
江
浦
を
除
く
と
、

畑
野
浦
と
と
も
に
人
口
が
多
い
集
落
で
、
昭
和
四
0
年
(
一
九
六
五
)
に
は
五
0
一
戸
ご
三
四
三
人
で
あ
っ
ナ
〔
蒲
江
W
史
〒
さ
ん

委
員
会
二
0
0
五
〕
。
西
野
浦
は
、
西
・
中
村
・
東
・
仲
川
原
の
四
地
区
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
西
野
浦
の
中
村
あ
た
り
か
ら
沖
黒
島
ま
で
直
線
距
航
で
約
八
k
m
で
あ
る
。

実
際
に
は
、
入
津
湾
の
外
に
出
て
か
ら
沖
黒
島
に
向
か
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
た
め
、

航
路
は
さ
ら
に
長
く
な
る
。
西
野
浦
の
集
落
か
ら
は
沖
黒
島
は
見
え
な
い
が
、
入
津

湾
の
位
置
口
に
あ
た
る
洲
の
本
あ
た
り
か
ら
で
あ
れ
ぱ
、
目
の
前
に
沖
黒
島
を
望
む

こ
ど
が
で
き
る
。

清
家
隆
仁
氏
よ
り
、
ウ
を
捕
っ
た
経
験
が
あ
る
と
い
う
西
野
浦
の
久
寿
米
木
大
作

氏
(
昭
和
三
年
生
ま
れ
)
を
紹
介
い
た
だ
い
た
。
久
寿
米
木
氏
は
以
下
の
よ
う
に

語
る
。

ウ
の
こ
と
は
ウ
ノ
ト
リ
と
い
う
。
黒
島
に
い
る
の
は
ウ
ミ
ウ
と
思
っ
て
い
た
か
、

カ
ワ
ウ
じ
ゃ
と
い
う
。
あ
ん
な
と
こ
ろ
に
力
ワ
ウ
が
い
る
の
か
と
思
っ
た
。
一
年

じ
ゅ
う
い
る
。
子
ど
も
を
産
む
の
は
春
先
。
三
月
ぐ
ら
い
か
。
三
月
か
ら
沖
に

.
!
.
:
:
、

一
ゞ
、
一

婆髪
雫

,
髪

蕊

上
1
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行
っ
た
。
子
が
い
る
の
は
四
月
か
。
子
が
い
る
期
問
は
長
く
な
い
。
子
が
い
る
と
き
は
、
子
が
あ
る
か
ら
一
日
中
舞
い
よ
る
。
夏
は

あ
ん
ま
り
見
な
い
。
春
先
に
見
る
。
冬
は
沖
に
行
か
な
い
の
で
分
か
ら
な
い
。
最
近
は
沖
ヘ
行
か
ん
の
で
分
か
ら
な
い
。
州
の
本
に

は
い
つ
も
羽
を
広
げ
て
い
る
。
ウ
ノ
ヘ
イ
と
い
っ
て
い
た
。
ほ
か
に
も
い
る
が
、
こ
こ
は
止
ま
り
や
す
い
の
か
。

黒
島
に
は
何
回
も
行
く
。
波
が
あ
っ
て
海
が
濁
っ
て
漁
が
で
き
な
い
と
ミ
「
し
ょ
う
が
な
い
、
ウ
ノ
ト
リ
い
く
か
」
と
行
っ
た
。

沖
に
出
て
波
が
あ
る
と
漁
が
で
き
な
い
。
こ
こ
か
ら
で
は
波
が
あ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
。
三
月
、
四
月
ご
ろ
。
時
期
が
あ
る
。

仲
問
と
一
緒
に
行
っ
た
。
高
畑
康
利
さ
ん
た
ち
の
組
に
連
れ
ら
れ
て
行
っ
た
。
高
畑
さ
ん
は
亡
く
な
っ
た
。
自
分
は
、
洲
本
茂
吉
さ

ん
と
一
緒
に
行
っ
た
。
五
つ
ぐ
ら
い
上
の
人
。
高
畑
さ
ん
も
同
じ
ぐ
ら
い
。
神
崎

さ
ん
も
乗
っ
て
い
た
。
「
ウ
ノ
ト
リ
い
こ
か
」
と
行
っ
た
。
米
水
津
側
ヘ
船
を
つ
け

て
上
が
っ
た
。
三
人
ぐ
ら
い
上
が
っ
た
。
船
に
も
二
人
ぐ
ら
い
い
る
。
船
は
小
さ

い
が
エ
ン
ジ
ン
が
付
い
て
い
た
。

崖
に
あ
る
木
に
巣
が
あ
っ
た
。
な
ん
の
木
か
分
か
ら
ん
。
葉
も
あ
ん
ま
り
な
い
。

巣
は
数
え
き
れ
ん
。
ど
の
木
も
巣
が
つ
い
ち
ょ
る
。
岩
肌
に
も
巣
が
あ
っ
た
。
子

で
な
い
と
肉
は
硬
い
。
巣
に
お
る
の
を
捕
る
。
親
は
飛
び
立
つ
。
遠
く
は
逃
げ
な

0

巣
が
あ
る
か
ら
離
れ
な
い
。
捕
る
と
き
に
木
に
は
上
ら
な
い
。
切
り
立
っ
た

い崖
な
の
で
危
な
い
。
木
の
背
丈
は
そ
ん
な
に
な
い
。
人
間
の
背
丈
ほ
ど
。
一
本
の

木
に
な
ん
ぽ
で
も
巣
が
あ
る
。
糞
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
足
を
す
べ
ら
し
た
ら
崖

な
の
で
危
な
い
。
巣
は
下
の
ほ
う
に
も
あ
る
。
ど
の
枝
に
も
巣
が
あ
る
。
木
刀
を

持
っ
て
行
っ
て
、
鵜
の
頭
を
叩
く
。
木
刀
で
叩
く
と
す
ぐ
に
死
ん
で
し
ま
う
。
四

つ
か
五
つ
か
捕
っ
た
。
子
ど
も
で
も
け
っ
こ
う
重
い
。
三
羽
持
っ
と
重
い
。
船
を

'
、
,
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出
し
て
、
絶
壁
だ
か
ら
上
か
ら
ほ
っ
た
。
持
っ
て
降
り
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
自
分
は
肉
を
食
ベ
た
こ
と
は
な
い
見
ナ
ら

か
わ
い
そ
う
で
食
ベ
る
気
せ
ん
。
捕
り
に
行
っ
た
が
、
自
分
は
食
ベ
た
こ
と
は
な
い
食
ベ
方
は
当
時
は
す
き
焼
き
か
。
捕
る
の
し

特
定
の
人
だ
っ
た
。
天
然
記
念
物
で
は
な
い
が
、
内
緒
で
捕
っ
た
。
あ
ま
り
言
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

卵
を
採
っ
た
こ
と
は
な
い
。
食
ベ
ら
れ
る
か
食
ベ
ら
れ
ん
か
分
か
ら
ん
。
子
に
な
り
よ
る
も
の
も
あ
る
。
見
分
け
が
つ
き
じ
く

鵜
飼
に
捕
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
話
も
な
か
っ
た
。
ウ
を
飼
う
こ
と
も
聞
い
た
こ
と
が
な
い

0

い

巣
の
あ
る
と
こ
ろ
は
木
が
枯
れ
る
。
亘
<
つ
白
に
な
っ
て
い
た
。
(
木
が
枯
れ
て
問
題
に
な
る
こ
と
は
な
い
の
か
、
と
い
う
ル
し
ー

対
し
て
)
木
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
問
題
に
は
な
ら
な
い
。
森
が
枯
れ
る
と
問
題
だ
っ
た
と
思
う
。
天
然
ぎ
念
物
に
な
っ
て
い
る
の

で
0
 
森
の
ほ
う
に
は
巣
は
な
い
。
崖
の
方
の
木
に
巣
を
し
て
い
る
。
尾
根
か
ら
米
水
津
の
ほ
う
は
巣
が
な
い
崖
の
と
こ
に
い
る
。

尾
根
の
と
こ
に
い
る
。
人
問
も
来
な
い
し
、
外
敵
が
こ
な
い
。
飛
び
や
す
い

木
が
枯
れ
る
の
で
、
巣
は
木
の
あ
る
ほ
う
へ
だ
ん
だ
ん
移
動
し
て
い
る
。
四
国
側
ヘ
移
動
し
て
い
る
。
あ
れ
だ
け
糞
が
九
ま
る
と

枯
れ
る
わ
な
0
 
糞
を
取
れ
ぱ
い
い
肥
や
し
に
な
る
と
話
し
て
い
た
。
そ
う
い
う
話
を
聞
し
た
が
、
取
っ
た
こ
と
は
な
い
崖
の
上
ガ

か
ら
0
(
ウ
の
糞
が
肥
料
に
な
る
ど
い
う
の
は
だ
れ
か
ら
聞
い
た
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
て
)
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ラ
美
を
飼
っ
て

い
た
0
 
鶏
糞
は
肥
料
に
な
っ
た
。
自
分
は
昭
和
二
七
午
に
学
校
を
卒
業
し
た
。
昭
和
二
八
S
二
九
年
ご
ろ
に
ウ
ノ
ト
リ
を
捕
り
じ

一
丁
つ
た
。

黒
島
は
個
人
の
も
の
で
は
な
い
。
黒
島
に
は
タ
キ
モ
ン
を
採
り
に
行
く
人
も
い
た
。
海
に
ほ
う
り
こ
ん
だ
。
山
ヘ
行
く
よ
り
も
楽

だ
っ
た
0
 
米
水
津
と
蒲
江
で
も
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
海
の
場
合
は
つ
か
ま
る
。
米
水
津
の
海
で
潜
っ
て
捕
ま
っ
ナ
こ
と
が
あ

る
0
 
黒
島
は
何
も
祀
っ
て
い
な
い
。
沖
に
出
る
と
目
印
に
な
る
。
七
里
ガ
シ
は
黒
島
な
ど
が
目
標
に
な
る

ヘ
イ
ケ
ダ
オ
シ
ど
い
う
鳥
が
い
る
。
海
ヘ
潜
っ
ち
ゃ
逃
げ
て
い
く
。
苣
力
ワ
ウ
が
鳴
い
て
人
間
の
声
と
思
っ
て
負
け
ナ
と
い
う

栗
あ
っ
た
0
 
平
家
の
大
河
ド
ラ
マ
で
も
や
っ
て
い
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
い
た
。
押
し
船
な
の
で
押
し
て
い
く
。
鳥
は
潜
っ
て
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逃
げ
て
、
と
ん
で
も
な
い
と
こ
ろ
に
ぽ
ん
と
出
る
。
お
も
し
ろ
が
っ
て
追
う
て
行
っ
た
。
お
も
し
ろ
く
て
追
う
て
朱
ノ
き
よ
っ
た
。

捕
っ
た
こ
と
は
な
い
。
け
っ
こ
う
見
た
が
、
今
は
見
な
い
。
ウ
は
飛
ん
で
逃
げ
る
。
ヘ
イ
ケ
ダ
オ
シ
は
よ
う
舞
わ
ん
か
っ
た
の
か
。

急
に
は
舞
い
た
て
ん
の
か
。

久
寿
米
木
氏
の
語
り
の
要
点
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
カ
ワ
ウ
の
こ
と
は
ウ
ノ
ト
リ
と
呼
ん
で
い
た
。
ウ
ミ
ウ
と
思
っ

て
い
た
が
力
ワ
ウ
で
あ
っ
た
。
カ
ワ
ウ
は
三
月
ご
ろ
に
産
卵
す
る
。
昭
和
二
0
午
代
後
半
、
カ
ワ
ウ
の
子
を
捕
っ
て
食
ベ
た
。
カ
ワ
ウ

を
捕
り
に
行
っ
た
の
は
西
野
浦
の
な
か
で
も
特
定
の
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
卵
は
食
ベ
な
か
っ
た
。
糞
で
木
が
枯
れ
て
い
た
。
糞
を
採
れ

ぱ
い
い
胆
料
に
な
る
と
い
う
話
は
出
て
い
た
が
、
採
り
に
行
っ
た
こ
と
は
な
い
。

西
野
浦
で
も
ウ
の
糞
に
つ
い
て
肥
料
に
す
る
と
い
う
話
は
出
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
実
際
に
採
り
に
行
く
こ
と
は
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
久
寿
米
木
氏
の
語
り
で
興
味
深
い
点
は
、
カ
ワ
ウ
の
雛
を
食
用
に
し
た
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
自
分
た
ち
で

食
ベ
る
だ
け
で
あ
り
、
販
売
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
素
潜
り
が
主
体
で
あ
る
た
め
、
漁
が
で
き
な
い
と
き
に
力
ワ
ウ
を

捕
っ
て
い
る
。
素
潜
り
は
三
月
か
ら
九
月
ご
ろ
に
お
こ
な
っ
て
い
た
た
め
、
冬
場
は
力
ワ
ウ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
潜

り
を
す
る
の
は
入
津
湾
口
の
仙
崎
周
辺
で
あ
っ
た
と
い
い
、
沖
黒
島
周
辺
は
深
く
な
っ
て
い
る
の
で
潜
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
久
寿
米

木
氏
た
ち
が
沖
黒
島
ヘ
行
く
の
は
、
あ
く
ま
で
ウ
ノ
ト
リ
を
捕
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
。

カ
ワ
ウ
を
食
用
に
す
る
習
俗
は
全
国
的
に
見
て
も
珍
し
い
。
サ
ギ
を
食
ベ
た
と
い
う
話
は
し
ぱ
し
ぱ
聞
く
こ
と
が
あ
る
が
、
ウ
に
つ

い
て
は
あ
ま
り
お
い
し
く
な
い
、
と
い
う
言
い
方
が
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
な
お
、
西
野
浦
で
も
へ
イ
ケ
ダ
オ
シ
と
い
う
鳥
の
話
が
語

ら
れ
た
。
お
も
し
ろ
が
っ
て
追
い
か
け
た
が
、
こ
れ
を
捕
ま
え
て
食
ベ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
緒
に
話
を
う
か
が
っ
た

清
家
隆
仁
氏
に
ょ
る
と
、
ヘ
イ
ケ
ダ
オ
シ
は
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
い
う
。

西
野
浦
の
人
々
の
力
ワ
ウ
に
対
す
驫
識
に
つ
い
て
確
認
す
る
た
め
、
西
野
浦
出
身
の
方
で
、
竹
野
浦
で
民
宿
を
営
ん
で
い
る
清
水
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聡
氏
(
昭
和
一
七
年
生
ま
れ
)
に
も
う
か
が
っ
た
。

黒
島
の
ウ
ノ
ト
リ
は
何
十
羽
か
。
関
心
を
持
っ
た
こ
と
は
な
い
。
巣
立
ち
が
す
ん
で
い
る
時
期
は
い
な
い
。

ウ
は
巣
立
ち
す
る
前
が
お
い
し
い
と
い
う
。
捕
り
に
行
く
人
が
言
っ
て
い
た
。
巣
立
ち
す
る
前
の
鳥
を
捕
り
に
行
っ
て
い
た
。
特

定
の
グ
ル
ー
プ
の
人
だ
け
が
捕
り
に
行
っ
て
い
た
。
ほ
か
の
人
は
行
か
な
い
。
な
ぜ
そ
の
人
た
ち
だ
け
が
行
っ
て
い
た
の
か
は
聞
い

た
こ
と
が
な
い
。
西
野
浦
の
人
な
ら
七
0
歳
以
上
の
人
で
あ
れ
ぱ
知
っ
て
い
る
と
思
う
。
東
の
人
で
な
く
て
も
知
っ
て
い
る
と
思

う
。
普
通
に
は
ウ
に
か
か
わ
る
こ
と
は
な
い
。
飼
う
人
は
い
な
か
っ
た
。

た
ぶ
ん
ウ
ノ
ト
リ
の
若
鳥
の
こ
と
を
へ
イ
ケ
ダ
オ
シ
と
い
う
。
な
ん
で
へ
イ
ケ
ダ
オ
シ
と
い
う
か
知
ら
な
い
。
う
ま
く
飛
ベ
な

い
。
ウ
ノ
ト
リ
は
長
い
と
き
は
一
分
以
上
潜
る
。

清
水
氏
も
、
高
畑
康
利
氏
や
洲
本
茂
吉
氏
が
ウ
の
雛
を
捕
り
に
行
っ
て
い
た
こ
と
は
知
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
だ
れ
で
も
捕
り
に
行

く
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
一
局
畑
氏
洲
本
氏
と
も
に
仲
川
原
の
人
で
あ
っ
た
。
潜
水
漁
を
お
こ
な
っ
て
い
た
彼
ら
の
グ
ル
ー
プ
だ

け
が
ウ
を
捕
っ
て
食
ベ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
清
水
氏
は
へ
イ
ケ
ダ
オ
シ
の
こ
と
を
力
ワ
ウ
の
雛
で

は
な
い
か
と
い
う
。
ヘ
イ
ケ
ダ
オ
シ
に
つ
い
て
は
、
語
る
方
に
ょ
っ
て
説
明
が
異
な
っ
て
お
り
、
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。
カ
ワ
ウ
の

雛
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
が
、
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
の
可
能
性
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

五
ま
と
め

沖
黒
島
の
力
ワ
ウ
の
糞
採
取
は
、
き
わ
め
て
口
ー
カ
ル
な
習
俗
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
旧
蒲
江
町
の
尾
浦
で
は
、
昭
和
初
期

ま
で
、
貝
持
ケ
浦
(
貝
持
浦
と
い
う
人
も
い
る
)
の
人
が
中
心
に
な
っ
て
、
沖
黒
島
ま
で
糞
を
採
り
に
行
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
旧
蒲
江
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町
の
畑
野
浦
か
ら
は
、
昭
和
三
0
午
ご
ろ
に
、
個
人
的
、
一
時
的
に
、
糞
を
採
り
に
行
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
旧
米
水
津
村
の
浦
代
浦
か

ら
は
、
昭
和
三
0
年
ご
ろ
に
、
村
の
有
力
者
が
中
心
と
な
っ
て
、
糞
を
採
り
に
行
く
計
画
が
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
採
れ
な
か
っ
た
。

旧
米
水
津
村
の
宮
野
浦
、
旧
蒲
江
町
の
尾
浦
・
畑
野
浦
・
西
野
浦
以
外
の
人
に
は
、
糞
採
取
の
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
糞

採
取
を
お
こ
な
っ
て
い
た
尾
浦
な
ど
で
あ
っ
て
も
、
昭
和
一
 
0
年
代
以
降
生
ま
れ
の
方
は
、
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

沖
黒
島
は
旧
米
水
津
村
と
旧
蒲
江
町
の
境
界
に
位
置
し
て
お
り
、
個
人
所
有
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
旧
米
水
津
村
と
旧
蒲
江
町
の
人

た
ち
は
ど
ち
ら
も
入
る
こ
と
は
で
き
た
。
む
し
ろ
、
海
上
は
漁
業
権
が
細
か
く
決
め
ら
れ
て
お
り
、
紛
争
も
あ
っ
た
と
い
う
が
、
島
の

陸
地
部
分
の
権
利
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
た
と
い
う
話
は
ま
っ
た
く
聞
く
こ
と
が
な
か
っ
た
。
島
で
入
手
で
き
る
も
の
と
し
て
は
、
カ
ワ
ウ

の
卵
・
雛
・
糞
山
芋
、
タ
キ
モ
ノ
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
特
定
の
集
落
や
個
人
が
管
理
し
な
が
ら
利
用
し
て
い
た
形
跡
は
な
い
。
島
周

辺
の
集
一
洛
か
ら
、
こ
れ
ら
の
も
の
を
自
由
に
採
り
に
行
く
こ
と
が
あ
っ
た
、
と
い
う
程
度
で
あ
る
。
だ
れ
か
が
糞
を
採
り
に
行
く
と
、

し
ぱ
ら
く
は
糞
が
な
い
た
め
緑
り
に
行
け
な
い
、
と
い
う
程
度
の
了
解
事
項
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
島
の
資
努
用
を
め
ぐ
る
泱

ま
り
や
争
い
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
近
く
の
集
落
か
ら
手
漕
ぎ
の
船
で
一
時
問
ほ
ど
か
か
る
距
離
で
あ
り
、
ま
た
、

乱
獲
す
る
ほ
ど
の
資
源
が
な
か
っ
た
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

尾
浦
に
お
い
て
昭
和
初
期
ま
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
糞
採
取
は
、
自
給
自
足
的
な
農
業
に
お
け
る
利
用
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
い

る
。
尾
浦
は
、
旧
蒲
江
町
の
最
北
端
に
位
置
し
、
陸
の
孤
島
の
よ
う
な
集
落
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
昭
和
四
0
午
ご
ろ
か
ら
陸
上

交
通
が
便
利
に
な
る
以
前
は
、
自
給
自
足
的
性
格
が
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
沖
黒
島
の
山
芋
を
掘
り
に
行
っ
た
点
な
ど
は
、
そ
の
典

型
で
あ
る
。
昭
和
三
0
年
ご
ろ
ま
で
は
、
集
落
の
背
後
に
広
が
る
段
々
畑
で
は
、
麦
と
サ
ツ
マ
イ
モ
が
作
ら
れ
て
い
た
。
水
田
は
な
い

た
め
、
麦
と
サ
ツ
マ
イ
モ
が
主
食
で
あ
っ
た
。
肥
料
が
豊
富
に
は
な
か
っ
た
時
代
、
集
落
近
く
の
島
に
あ
る
ウ
の
糞
を
麦
の
肥
料
に
す

る
と
い
う
の
は
ご
く
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
尾
浦
の
中
で
も
カ
マ
ス
網
代
で
は
、
ホ
シ
カ
な
ど
の
魚
の
肥
料
が
大
量
に
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
カ
マ
ス
網
代
に
は
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畑
も
少
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
カ
マ
ス
網
代
か
ら
は
、
わ
ざ
わ
ざ
沖
黒
島
ま
で
糞
を
採
り
に
行
く
こ
と
は
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
一
方
、
貝
持
ケ
浦
と
い
う
地
区
は
、
真
浦
の
集
落
か
ら
ひ
と
山
越
え
た
、
尾
浦
の
中
で
も
隔
絶
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
。
鳴
海
吉
三
郎
氏
の
祖
父
は
、
真
浦
に
住
ん
で
い
た
が
、
貝
持
ケ
浦
に
は
畑
が
あ
っ
た
。
畑
仕
事
を
す
る
た
め
に
、
便
利
が
い
い
の

で
、
貝
持
ケ
浦
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
漁
業
は
真
浦
の
人
た
ち
と
一
緒
に
お
こ
な
っ
て
い
た
と
い
う
が
、
カ
マ
ス
網
代
の
よ

う
に
豊
富
に
魚
の
肥
料
が
あ
っ
た
と
は
語
ら
れ
な
い
。
貝
持
ケ
浦
の
人
た
ち
が
、
畑
の
肥
料
と
し
て
沖
黒
島
の
力
ワ
ウ
の
糞
を
選
ん
だ

の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

貝
持
ケ
浦
の
人
は
真
浦
の
人
と
一
緒
に
網
を
し
て
い
た
が
、
カ
マ
ス
網
代
と
真
浦
で
は
網
を
一
緒
に
お
こ
な
う
こ
と
は
な
か
っ
た
と

い
う
。
こ
の
た
め
、
カ
マ
ス
網
代
の
人
に
、
糞
採
取
の
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
尾
浦
で
は
昭
和
三
0
年
ご
ろ

か
ら
、
畑
は
徐
々
に
作
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
と
く
に
、
麦
や
サ
ツ
マ
イ
モ
は
作
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
鳴
海
吉
三

郎
氏
の
家
は
昭
和
三
一
年
(
一
九
五
六
)
に
真
浦
に
移
っ
た
。
現
在
、
貝
持
ケ
浦
に
は
人
家
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
昭
和
三
0
年
ご

ろ
か
ら
は
化
学
肥
料
も
手
に
入
り
や
す
く
な
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
重
な
り
、
大
変
な
労
力
を
か
け
て
糞
採
取
を
継
続
す
る
理
由

が
、
昭
和
三
0
年
ご
ろ
に
は
急
速
に
な
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

沖
黒
島
の
糞
採
取
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
つ
の
文
献
に
し
か
記
述
が
み
ら
れ
ず
、
ま
た
、
古
文
書
な
ど
に
も
確
雫
き
な
い
。
聞
き
取

り
調
査
を
し
て
も
、
ご
く
限
ら
れ
た
人
が
知
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
全
国
各
地
に
存
在
し
た
力
ワ
ウ
や
ウ
ミ
ウ
の
糞
を
肥
料
に
す

る
習
俗
の
中
で
は
、
素
朴
な
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
糞
採
取
を
す
る
人
た
ち
の
入
札
制
度
を
整
え
、
営
巣
地
の
管
理
を
す
る

地
域
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
ぎ
ら
れ
た
資
料
で
は
あ
る
が
、
全
国
の
糞
採
取
事
例
の
比
較
の
た
め
に
、
調
査
報
告
を
提
示
し
て
お

く
。

(
注
)

(
1
)
力
ワ
ウ
と
森
林
に
関
す
る
共
同
研
究
は
、
亀
田
佳
代
子
氏
(
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
・
鳥
類
学
)
・
前
迫
ゆ
り
氏
(
大
阪
産
業

大
学
・
植
物
生
態
学
)
と
と
も
に
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
共
同
研
究
な
ど
に
お
け
る

共
同
研
究
と
し
て
現
在
も
継
続
し
て
お
こ
な
っ
て
い
る
。

(
2
)
そ
の
後
『
米
水
津
村
史
』
、
『
蒲
江
町
史
』
と
も
に
、
新
た
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
い
ず
れ
も
沖
黒
島
の
力
ワ
ウ
と

し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
『
米
水
津
村
史
』
に
は
第
四
章
「
米
水
津
村
の
動
物
」
の
第
一
節
「
動
物
相
の
概
要
」
、
第
二
節
「
米

水
津
村
の
動
物
誌
」
に
力
ワ
ウ
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
〔
米
水
津
村
誌
編
さ
ん
委
員
会
一
九
九
0
〕
。
国
内
の
力
ワ
ウ
の

繁
殖
地
は
多
く
な
い
た
め
、
沖
黒
島
の
繁
殖
地
は
重
要
で
あ
る
と
し
、
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
よ

り
も
記
述
内
容
は
少
な
い
。
『
蒲
江
町
史
』
に
は
第
一
編
「
自
然
と
環
境
」
第
五
章
「
動
物
」
二
「
野
鳥
」
三
「
島
で
見
ら
れ

る
鳥
」
に
沖
黒
島
の
力
ワ
ウ
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
記
述
内
容
は
わ
ず
か
で
あ
る
〔
蒲
江
町
史
編
さ
ん
委
員
会

二
0
0
五
〕
。

(
3
)
亘
旦
＼
ー
ヨ
.
で
ミ
.
0
一
岳
.
亘
一
属
安
冨
金
昇
仲
讐
暑
靭
書
0
謂
.
=
Ξ
一
(
二
0
 
一
六
午
五
月
二
五
日
閲
覧
)
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第

(
4
)
佐
伯
市
米
水
津
地
区
公
民
館
発
行
の
『
平
成
二
十
六
年
度
ふ
る
さ
と
体
験
活
動
事
業
第
二
十
一
回
つ
く
る
漁
業
体
験

二
十
二
回
沖
黒
島
探
検
』
に
ょ
る
。
こ
の
資
料
は
、
濱
田
平
士
氏
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
。

(
5
)
注
(
1
 
に
同
じ
。

(
参
考
文
献
)

大
分
県
編
一
九
八
五
『
日
豊
海
岸
国
定
公
園
学
術
調
査
報
告
書
』
大
分
県
環
境
保
健
部

大
分
県
教
育
委
員
会
編
一
九
七
三
『
米
水
津
村
宮
野
浦
の
民
俗
』
大
分
県
教
育
委
員
会

大
分
放
送
大
分
百
科
事
典
刊
行
本
部
編
一
九
八
0
 
『
大
分
百
科
事
典
』
大
分
放
送

「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」
編
纂
委
員
会
編
一
九
八
0
 
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
四
四
大
分
県
』
角
川
書
店

亀
田
佳
代
子
二
0
0
七
「
陸
上
生
緊
ど
水
域
生
態
系
を
つ
な
ぐ
も
の
 
1
海
県
の
物
質
輸
送
と
人
問
と
の
か
か
わ
り
1
」
山

岸
哲
監
修
『
保
全
鳥
類
学
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会

蒲
江
町
教
育
委
員
会
編
一
九
七
七
『
蒲
江
町
史
』
蒲
江
町

蒲
江
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
二
0
0
五
『
蒲
江
町
史
』
蒲
江
町

北
九
州
大
学
民
俗
研
突
会
編
一
九
七
四
『
入
津
湾
の
民
俗
大
分
県
南
海
部
郡
蒲
江
町
旧
上
・
下
入
津
村
』
北
九
州
大
学
民
俗
研

究
会

釘
宮
久
美
一
九
八
0
 
「
血
豆
後
水
道
の
民
俗
(
J
 
漁
村
の
民
家
」
『
豊
後
水
道
域
 
1
白
然
・
社
会
・
教
育
1
』
大
分
大
学
教
育
学

国
学
院
大
学
民
俗
学
研
究
会
編
一
九
七
五
『
昭
和
五
十
年
度
民
俗
採
訪
大
分
県
南
海
部
郡
米
水
津
村
・
京
都
府
天
田
郡
三
和
町

(
旧
細
見
村
)
』
国
学
院
大
学
民
俗
学
研
賓
会
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¥

佐
藤
孝
二
一
九
八
九
「
わ
が
国
に
お
け
る
力
ワ
ウ
コ
ロ
ニ
ー
の
歴
史
と
現
況
 
1
鵜
の
山
、
日
長
大
厳
寺
、
猿
賀
神
社
に
つ
い

て
1
」
『
名
古
屋
大
学
古
川
総
合
研
究
資
料
館
報
止
旦
五

佐
藤
孝
二
一
九
九
六
「
<
鵜
の
山
>
ー
ヒ
ト
と
力
ワ
ウ
共
栄
の
歴
史
1
」
『
一
宮
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
二
五

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
編
二
0
三
『
こ
ま
っ
た
!
カ
ワ
ウ
ー
生
き
も
の
と
の
つ
き
あ
い
方
1
』
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館

武
石
千
雄
一
九
七
九
「
力
ワ
ウ
の
新
繁
殖
地
」
『
私
た
ち
の
自
然
』
一
エ
ニ

武
石
千
雄
・
財
津
博
文
一
九
七
九
「
沖
黒
島
の
力
ワ
ウ
」
『
大
分
県
野
鳥
友
の
会
た
よ
り
』
ニ
ハ

武
石
千
雄
・
財
津
博
文
一
九
八
五
「
日
豊
海
岸
地
域
の
鳥
類
」
『
日
豊
海
岸
国
定
公
園
学
術
調
杏
叛
告
書
』
大
分
県
環
境
保
健
部

平
岡
昭
利
三
0
一
五
『
ア
ホ
ウ
ド
リ
を
追
っ
た
日
本
人
一
挫
千
金
の
夢
と
南
洋
進
出
』
岩
波
書
店

福
田
道
雄
・
成
末
雅
恵
・
加
藤
七
枝
二
0
0
二
「
日
本
に
お
け
る
力
ワ
ウ
の
生
息
状
況
の
変
遷
」
『
日
本
鳥
学
会
誌
』
五
一
 
1
一

藤
井
弘
章
二
9
 
0
 
「
力
ワ
ウ
と
つ
き
あ
う
民
俗
技
術
 
1
愛
知
県
美
浜
町
上
野
間
・
鵜
の
山
の
歴
史
民
俗
学
的
考
察
1
」
『
年
報

村
落
社
会
研
九
九
』
四
六

藤
井
弘
章
二
0
一
五
「
猿
賀
神
社
社
叢
林
に
お
け
る
ア
オ
サ
ギ
・
ゴ
イ
サ
ギ
・
カ
ワ
ウ
の
被
害
と
対
応
 
1
天
妖
鍵
忍
物
「
猿
賀

の
鵜
及
び
鷺
蕃
殖
地
」
の
苦
悩
1
」
『
民
俗
文
化
』
二
七

前
迫
ゆ
り
二
0
0
九
「
琵
琶
湖
が
育
む
照
葉
樹
林
一
タ
ブ
ノ
キ
林
と
そ
の
保
全
」
西
野
麻
知
子
編
『
取
り
も
ど
せ
!
琵
琶
湖
・
淀

川
の
原
風
景
 
1
琵
琶
湖
・
淀
川
水
系
の
生
物
多
様
性
保
全
に
向
け
て
1
』
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版

牧
野
厚
史
二
0
-
 
0
 
「
農
山
村
の
鳥
獣
被
害
に
対
す
る
文
化
論
的
分
析
 
1
村
落
研
賓
か
ら
の
提
言
」
『
年
報
村
落
社
会
研
賓
』

四
六

牧
野
厚
史
二
0
二
二
「
動
植
物
に
と
っ
て
の
近
代
社
会
」
鳥
越
皓
之
編
『
環
境
の
日
本
史
五
自
然
利
用
と
破
壊
 
1
近
現
代

と
民
俗
1
』
吉
川
弘
文
館
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二
』

柳
田
国
男
一
九
0
二
「
伊
勢
の
海
」
『
太
陽
』
八
ー
ハ
(
の
ち
「
遊
海
島
記
」
に
改
題
一
九
六
八
『
定
本
柳
田
国
男
全
集

筑
摩
書
房
に
収
録
)

山
田
平
之
丞
一
九
六
六
『
米
水
津
翻
』
米
水
津
村

山
田
平
之
丞
一
九
七
二
『
郷
士
も
の
が
た
り
』
金
田
寅
己

米
水
津
村
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
一
九
九
0
 
『
米
水
津
村
誌
』
米
水
津
村

(
付
記
)

牧
野
の
調
査
は
、
平
成
二
0
年
(
二
0
0
八
)
三
月
に
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
調
査
は
、
琵
琶
湖
博
物
館
の
共
同
研
究
に
ょ
る
も
の
で

あ
る
。
牧
野
の
翌
で
は
、
濱
田
平
士
氏
・
真
柴
茂
彦
氏
・
脇
谷
満
幸
氏
の
お
世
話
に
な
っ
た
。

藤
井
の
翌
は
、
平
成
二
七
午
(
二
0
一
五
)
八
月
・
三
月
に
お
こ
な
っ
た
。
藤
井
の
翌
で
は
、
久
寿
米
木
大
作
氏
.
清
水
聡

氏
・
一
邑
局
晃
氏
・
冨
局
丈
夫
氏
・
成
松
多
哲
氏
・
鳴
海
吉
三
郎
氏
・
鳴
海
勝
子
氏
・
濱
田
平
士
氏
・
山
田
朝
子
氏
.
山
田
周
平
氏
に
話

を
う
か
が
い
、
佐
伯
市
教
育
委
員
会
の
福
田
聡
氏
・
佐
伯
市
歴
史
資
料
館
館
長
の
清
家
隆
仁
氏
・
民
宿
先
の
家
・
民
宿
白
鷺
.
清
水
マ

リ
ン
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
臼
杵
市
図
書
館
・
大
分
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
自
然
保
護
温
泉
班
.
大
分
県
立

図
書
館
の
お
世
話
に
な
っ
た
。

な
お
、
本
稿
で
掲
載
し
た
写
真
は
す
べ
て
藤
井
の
撮
影
で
あ
る
。




